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　昭和37年に経済研修団体として創立した釧路あすなろクラブが60周年を迎え、この
歴史が創立期から今日に至る歴代会員が脈々と積み重ねた足跡そのものである事に感
慨を深くしています。
　さて、クラブの節目である60期の会長におよそ似つかわしく無い私が「常識を見直
す」をテーマに掲げさせて頂いた今期。
　３年に及ばんとするコロナ禍に始まり、２月に始まったロシアによるウクライナ侵
攻。これらの影響による世界的な製造や物流の混乱と資源不足。更に急激な為替変動
も加わり資源高・物価高に拍車が掛かった現況。グローバル化により進化したはずの
世界の負の側面が吹き出したかの様な状況にともすると翻弄されそうになる昨今かも
しれません。
　コロナ禍もウクライナ侵攻も円安も、明確な収束が見通せない中、ほかにも気候変
動対策やエネルギー転換に伴う経済環境や社会制度の変更への対応など様々な変化を
余儀なくされる事も予想され、先行きに不安や焦りを覚える事も少なくないと思います。
　翻って、昭和37年２月の創立から今日まで60年の歳月を歩んで来た釧路あすなろク
ラブの歴史は、その時々の社会情勢・経済情勢に、ある時は翻弄されながらも状況に
負けず明日を信じ時に趨勢に抗いつつも、変化を恐れず時代の転換点を生き抜いてき
た多くの先輩会員と現会員の歴史なのだと思います。
　その歴史の一節に連なることが出来た者の一人として、郷土を愛し・仕事に徹し・
人と和すこの信条を今一度胸に刻みこれからも互いに研鑽と成長を重ね、この先の歴
史を紡ぎ重ね続けて行く。そんな想いを新たにし、併せて皆様のご健勝とご多幸を願
い60周年のご挨拶とさせて頂きます。

創立60周年に想う
　

釧路あすなろクラブ　　　　

会長　谷　口　耕　二
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　あすなろクラブが釧路地域の第一線で活躍するメンバーにより、会員相互の交流と
経営並びに販売技術の向上を期するための情報交換、研修を目的として、昭和37年２
月に創立されて以来、歴代の会長や会員、多くの関係者の皆様のご協力を得て、60年
という節目を迎えることができたのは会員皆様の会に対する愛情・情熱の賜物だと思
います。
　私のクラブ入会は昭和55年７月ですが、その後の30周年記念事業では第18代会長と
して、また40周年と50周年では創立記念実行委員長として、節目節目に大役を仰せつ
かってまいりました。
　入会してからの40年間を振り返りますと釧路あすなろクラブにおける会員の皆様と
の友情や経験が、現在の私にとりまして掛け替えの無い貴重な財産となっていること
を改めて痛感させられており、会員の皆様はじめ関係各位には心より感謝申し上げます。
　釧路あすなろクラブが60年もの永きに亘り、異業種交流・経済研修団体の草分けと
して１業種１社を原則に50〜60名の会員を擁し、毎月１回の研修会活動を営々と真面
目に継続してることは驚異的なことであり、また大変難しいことでもあります。
　それだけにこの60年は、歴代の会長、会員の皆様の並々ならぬクラブ運営への努力
と会を維持するアイディアや事業計画など皆様の創意と熱意で築き上げて、正に金字
塔であります。
　現在の釧路地方は日本製紙の撤退、漁業の不漁、赤潮被害など、かつて隆盛を極め
た水産・製造業が大きく変貌し、また経済全体にあっては新型コロナウイルス蔓延な
ど、かつてない厳しい経済環境に晒されており、今こそ地元経済人の底力と密起が期
待されております。
　あすなろクラブもこの60周年を機に更に大きく飛躍し、釧路地方経済の発展を担う
存在感のある団体として、今まで培った英知を結集し、情熱を持って果敢にチャレン
ジ魂を発揮して頂きたいと思います。
　会員皆様のご降盛とご健勝を心よりご祈念申し上げ、ご挨拶と致します。

釧路あすなろクラブ
　　創立60周年を祝して

　

衆議院議員　伊　東　良　孝
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　釧路あすなろクラブが創立して60周年を迎えられましたことに、心からお祝い申し
上げます。
　釧路あすなろクラブは創設以来、「郷土を愛し、仕事に徹し、人と和す」の三つの
信条のもと、釧路地域における経済研修団体、異業種交流団体として、月々の例会や、
会員相互の交流と販売技術向上のための情報交換など、多岐にわたる活動を積極的に
展開されてまいりました。これまで、地域経済の発展に多大なる功績を残されました
ことは、歴代会長、役員並びに会員の皆様の長年にわたるご尽力の賜物と、釧路市民
を代表し感謝申し上げます。
　さて、市民が主体のまちづくりを実現するために制定した「釧路市まちづくり基本
構想」において、釧路の様々な資源の魅力や価値をさらに高め、地域経済のプラス成
長を図っていくことで、安心して暮らし続けられる地域社会の実現を目指しており、
幅広く “まち” と “ひと” がつながりを強めて力を結集していく「域内連関」に取り
組んでいるところでございます。
　域内連関は、地域のつながりや信頼関係を一層強め、観光産業や地域コミュニティ、
防災、福祉など様々な分野に大きな力を発揮するものと考えております。
　釧路あすなろクラブの活動は、地域社会への貢献を担うものであり、まさに域内連
関の理念に沿う取組であると考えるところでございます。栄えあるこの60周年を契機
として、相互の結束をなお一層強固なものとされ、釧路市のさらなる発展、そして釧
路市における持続可能なまちづくりの実現に向け、これまで以上の力強いご支援を賜
りますよう、心からお願い申し上げます。
　結びにあたり、釧路あすなろクラブの今後ますますのご発展と、会員皆様方のご健
勝、ご活躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

お祝いの言葉
　

　

釧路市長　蝦　名　大　也
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　釧路あすなろクラブが創立60周年を迎えられましたことを心よりお慶び申し上げます。
　貴クラブは、釧路地域における異業種団体の先駆けとして、昭和37年に設立されて
以来、経済研修を旨とし、郷土の知識を深め、地域社会への貢献と会員相互の情報交
換・親睦交流を図り、今日まで永きに亘り継続され、発展を遂げられて参りました。
　激動の時代にあって、自己研鑽を重ね、幾多の苦難を乗り越えながら、60年という
節目を迎えられたことは誠に意義深く、心から敬意を表します。
　また、歴代の会長をはじめ役員・会員皆様は、経済活動の第一線に立たれ、日常業
務に多忙を極めながらも、「郷土を愛し、仕事に徹し、人と和す」を信条とし、厚い
情熱と固い結束をもってクラブを運営され、さらには、その活動を通して、地域経済
社会の発展に多大な貢献をされておりますことに心から感謝申し上げます。
　日本は今、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、先行きが見通せず依然と
して厳しい状況が続いております。
　こうした中にあって、コロナの脅威を克服すべく、各企業は、ＤＸ（デジタルトラ
ンスフォーメーション）の推進や、多様な働き方、生産性向上など、これまでの常識
を覆す進化と積極的なチャレンジをしているところでございます。
　私たちは、今後もくしろ地域が住みよい街になるように、これまでの文化を伝承し
つつ新しい生活様式や文化の創造に向かって、まちづくりや諸活動を進めて参ります
ので、貴クラブ皆様のより一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、釧路あすなろクラブの今後益々のご発展と会員企業のご繁栄を心より祈念
申し上げ、お祝いの言葉といたします。

釧路あすなろクラブ
　　　　60周年を祝して

釧路商工会議所　　　　　　

会頭　栗　林　定　正
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　釧路あすなろクラブの創立60周年おめでとうございます。
　昨年、実業家である渋沢栄一が主人公のＮＨＫ大河ドラマが放送されました。渋沢
の講演録というべき「論語と算盤」を読んでみました。私なりに解釈をすると、正し
い経済活動をするためには、社会のためにならなければいけない。そのためには、自
分を磨く、つまり修養が必要。精神も知恵や身体も、行いも年齢に関係なく鍛錬する
ことで、正しい競争が生まれ、それがひいては国のためになる。「国」は「地域」に
置き換えることができます。学ぶことを継続するすることで、少しずつ前へ進むこと
ができれば、国や地域のためになることだと思います。
　ところで「まちづくり」に必要なことは、①歴史・文化②連携③人（多様性）―だと考え、
職場体験のために弊社を訪れる児童、生徒のみなさんに必ずこのお話をします。多種
多様な方（考え方も含めて）がいらっしゃって一つの地域が成り立っています。自分
たちの住んでいる地域を理解するためには歴史を学ばなければいけません。そして「ま
ちづくり」の源となるのが文化です。さらに、異業種、趣味、学校の同窓・同期など、
さまざまな横の連携が物事を動かす原動力になります。
　貴クラブが60年にわたり、異業種の方々の学びの場として続けてこられたことは、
地域の「まちづくり」に貢献されてきたものと心から敬意を表します。
　60年は人でいうところの還暦です。干支・十干の組み合わせが60年で一巡すること
から〝元の暦に還る〟ことから還暦と呼ばれるようになりました。これまで継続して
きたことを振り返り、新たなことに挑戦する節目の年でもあります。
　これまで諸先輩たちが積み上げてきた経験、力を生かしつつ、ますます貴クラブが
発展することをお祈りして、ごあいさつとさせていただきます。

創立60周年を祝して
　

株式会社　釧路新聞社　　　　　　　　

代表取締役社長　星　　　　　匠
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　釧路あすなろクラブは経済研修団体として昭和37年（1962年）情熱を傾けた諸先輩
のもとでスタートし、会員間の意見・情報交換並びに郷土の知識を深め、社会への貢
献と会員相互の交流・親睦を図ることを目的に掲げ現在を迎える事ができました。こ
の長き60年の歩みに私達は誇りを胸に刻むとともに、当会へのご理解とご協力を賜り
ました皆様に厚く感謝と御礼を申し上げます。
　そして活動は釧路市政の歩みと重なる中で、会員に最も影響をもたらす釧路市経済
を牽引してきた従来の基幹産業（水産・石炭・パルプ）の衰退と、それを補う新たな
産業（農林・畜産・観光）の登場など産業構造の大きな変遷を経験し、さらに少子高
齢化と人口減少という社会背景のもとで将来的に一層の変化が予想されています。
　また今や自分達の地域だけに目を向けるだけでは事業運営や社会生活を維持するこ
とが難しい時代となりました。
　世界規模で発生した新型コロナウイルスの感染拡大、ロシアによるウクライナ侵攻
など戦後初めて経験する私達はその対処に戸惑うばかりです。
　このように当会は次代に向け会員相互の交流・親睦と郷土への社会貢献を行う上で、
今後は地域の実情と併せ国内そして世界の動向も注視しながら活動のあり方が求めら
れて行くのではないでしょうか。
　常に変化する社会ニーズを見極め会員の特徴・存在をどのように生かし社会に応え
て行くのか、経済研修団体としてその役割は不変であり活動を通じて学び続ける姿勢
は変わるものではありません。
　偉業を成し遂げた先人先輩はどのようなことがあってもあきらめない姿を示してい
ます。
　私達も未来に向け挑戦し続けることをここに誓い新たな時代の扉を開けましょう。
　結びに会員並びに関係各位のご活躍とご隆盛をお祈りしご挨拶と致します。

新時代への誓い！
　

60周年記念実行委員長　

　草　島　守　之
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釧路あすなろクラブ60周年釧路あすなろクラブ60周年　　　　　　　　（H24〜R3年)（H24〜R3年)

10 年 間 の あ ゆ み10 年 間 の あ ゆ み
平成24年度　第50期
年間テーマ『半世紀、新たなる飛躍』

１月　第50期定期総会
　　　平成24年１月21日(土曜日)　出席者42名
　　　釧路キャッスルホテル

第49期齋藤会長より１年間の会員各位の協力に
対し謝辞。

前執行部に一任され畑稔会員が議⾧に選出。
第50期新役員は、次の通りです。
会　長　　　　齋藤　政行
副会長　　　　草島　守之
副会長　　　　永田　敦子
事務局長　　　中島　康秀
事務局次長　　及川　雅順
事務局次長　　吉川　克義
事務局次長　　関川　孝輔
監　査　　　　平野　幹雄
監　査　　　　杉本　眞美

２月　例会【50周年実行委員会】
　　　平成24年２月18日(土曜日)　出席者45名
　　　釧路キャッスルホテル

『創立50周年記念式典』
第１部　記念講演＜平安の間＞
　　　　�国土交通省北海道開発局　港湾空港部

長　栗田　悟様による「東北海道にお
ける港湾・空港の役割」と題した講演。

第２部　創立50周年記念総会＜鶴の間＞
　　　　�草島守之副委員長の開会の辞、国家斉

唱、信条朗読、物故会員黙祷、伊東良
孝実行委員長挨拶、第50期齋藤会長式
辞、来賓は栗田　悟国土交通省北海道
開発局港湾空港部長様、蝦名大也釧路
市長様、山本壽福釧路商工会議所会頭
様、春日井　茂釧路新聞社代表取締役
社長様、今田英三釧路あすなろクラブ
チャーターメンバー様、横地敏光丸中
釧路中央青果㈱代表取締役社長様、森
本光俊サッポロビール㈱道東支社長
様、樋原永幸釧路あすなろサッポロビ
ール会副会長様、反保裕文釧路キャッ
スルホテル㈱代表取締役社長様、元会
員寺前利彦様、多賀輝夫様、小林善雄
様、谷口正四様、石井亮一様、佐藤誠
一様、伊藤史顕様、佐藤惟忠様、佐々
木保幸様、藤野伯文様、以上19名。

　　　　�伊東良孝実行委員長より今田英三様に
創立50周年記念特別表彰を授与。歴代
会長27代　畑　稔、28代　本間英俊、
30代　関　昭次、31代　平野幹雄、32
代　福田紀幸、33代　宮崎博好、34代
　齋藤政行、以上７名に感謝状を授与。

　　　　�また、齋藤政行会長より＜40年在籍＞
市橋清捷会員・泰地秀信会員、＜20年
在籍＞黒田厚司会員・野口　仁会員・
福田紀幸会員ら５名に永年在籍会員表
彰を授与。
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第３部　祝賀会＜平安の間＞
　　　　�祝賀会では花柳寿芳貴さんの祝舞から

始まり、寺前利彦元会員の音頭で乾
杯、伊藤史顕元会員による万歳三唱で
締め。

３月　例会【執行部担当例会】
　　　平成24年３月14日(水曜日)　出席者45名
　　　釧路キャッスルホテル

『あすなろクラブを振り返って』
釧路あすなろクラブ第15代会長　寺前利彦様の
講演。
昔から「若者は未来を語り、年寄りは過去を語
る」と未来を語る時には夢も有るし希望もある
が、過去を語ると自慢話か愚痴話か、あまり面
白くない話が年寄りの話です。と切り出し、本
日の演題の「あすなろクラブを振り返って」に
ついてお話をされました。

草島守之副実行委員長より、創立50周年記念式
典の決算内容の報告。

４月　例会【第１部会担当例会】
　　　平成24年４月11日（水曜日）
　　　出席者38名
　　　釧路キャッスルホテル

『あなたをどう演出するか』
～実践に役立つ、色のプレゼンテーション力〜
１級カラーコディネーターの永田敦子会員を講
師に、自分自身を今後如何に飛躍させるかをテ
ーマとしてとらえ、『あなたをどう演出するか』
についての講話。

５月　例会【執行部担当例会】
　　　平成24年５月16日(水曜日)　出席者33名
　　　釧路キャッスルホテル

『事業承継セミナー』
中小企業北海道釧路オフィス　盛岡孝道所長よ
り中小企業共済制度等の説明と中小企業基盤整
備機構　北海道本部　事業承継コーディネータ
ー　小川孝二様による事業継承の正しい理解、
事業継承のプロセスについての講演。

６月　例会【第４部会担当例会】
　　　平成24年６月13日(水曜日)　出席者31名
　　　釧路キャッスルホテル

『50年後大胆予想！』
～釧路を日本一住みやすいマチにするぜぇ！！～
50年後の明るい未来のために食品産業の育成と
街づくり、福祉に注目した４部会員による発表。
①　�食品業界では前会員より、１次産業・食品

加工技術・釧路湿原・昭和の釧路港につい
ての発表。

②　�街づくりでは木元会員より、ユーカリが丘・
ハッピーサイクルシステムについての発表。

③　�街づくりの基本方針では、杉本会員、本間
会員、宮崎会員、岩田会員より住・中心部
の整備について、駅について・エネルギー
についての発表。

④　�福祉の街づくり構想では菊池会員、坂本会
員より福祉施設・遺伝子治療・IT治療・
ロボット治療についてについての発表。
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７月　例会【執行部担当例会】
　　　平成24年７月22日(日曜日)　出席者17名
　　　あかんランド丹頂の里（赤いベレー）

『親睦パークゴルフ大会』
１位　宮澤　昌典さん　２位　関　昭次さん　
３位　及川　雅順さん　

８月　例会【第２部会担当例会】
　　　平成24年８月18日(土曜日)　出席者26名
　　　防災センター（釧路市消防本部）

『釧路の防災を考える』
キーワードは「自助・公助・共助」
出席者を二班に分け、①救急AED②地震③火
災④煙と防災センターでは北海道に於いて唯
一、釧路にしかない機能をフルに活かした体験
型学習方法で防災及び災害に関する事を学ん
だ。

９月　例会【第３部会担当例会】
　　　平成24年９月19日(水曜日)　出席者34名
　　　釧路キャッスルホテル

『津　波』
東日本大震災における津波発生時の未公開映像
を公開。
釧路市総務部総務課防災危機管理主幹の佐々木
信裕様を講師に、「釧路市の災害と防災の取り
組み」と題し、①災害史から学んで教訓を生か
すこと。②消防力等を含めたインフラ整備。③
釧路の災害地域特性を考慮した地域防災計画の
作成。④重要事項として新たな防災の仕組みづ
くりでは「自助・公助・共助」で、その割合は
自助：公助：共助＝７：２：１であり防災に自
動（自らを守るための行動）が一番大切である
事を学んだ。

10月　例会　管外宿泊研修【執行部担当例会】
　　　平成24年10月20・21日(土・日曜日)
　　　出席者23名
　　　柳月スイートピアガーデン（開催場所）
　　　十勝川温泉　観月苑（宿泊場所）

『柳月スイートピアガーデン視察』
柳月スイートピアガーデンでは、お菓子作りを
見学し最新設備による工場生産の様子を視察。
翌日には十勝川で鮭の遡上を見学。

11月　例会【執行部担当例会】
　　　平成24年11月14日(水曜日)　出席者30名
　　　釧路キャッスルホテル

第１部　『最新医療による中高年の健康管理』
高橋薬局　代表取締役　高橋　貢　様を講師
に、成人病に関して病気にかからない様に健康
管理を徹底する。暴飲・暴食を止めよう。適度
な運動をする。未然に防ぐ努力について、又、
睡眠時における無呼吸症候群についての講話。

第２部　『保護司の現況』
釧路保護観察所　所長　田中　康敬　様を講師
に
　　①　�保護司：保護司適任確保の困難化・活

動基盤の脆弱さ
　　②　�保護観察対象者：問題性の多様化に伴

う処遇困難化・帰住先や就労先確保の
困難化
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　　③　�地域社会：地域社会の連帯感の低下・
犯罪者の社会復帰への理解不足

等の事で保護司活動の負担が増え、個々の保護
司の活動を支える事が重要で、組織活動の充実
強化が必要。保護司個人の取り組みから組織的
な取り組みへの変革が必要など保護司の現状に
ついての講話。

12月　例会【執行部担当例会】
　　　平成24年12月14日(金曜日)　出席者31名
　　　釧路キャッスルホテル

『家族同伴クリスマス例会』
オークションほか、楽しいゲーム、前年に続き
会長サンタのプレゼントなど参加者全員がとて
も盛り上がり楽しい例会となり、最後は齋藤会
長を胴上げし、今期の締めとした。

平成25年度　第51期　
年間テーマ『自分達で築こう新しい釧路』

１月　第51期定期総会
　　　平成25年１月26日(土曜日)　出席者41名
　　　釧路キャッスルホテル

第50期齋藤会長より１年間の会員各位の協力に
対し謝辞。

前執行部に一任され畑稔会員が議⾧に選出。
第51期新役員は、次の通りです。
会　長　　　　菊池　吉郎
副会長　　　　小野寺　英夫
副会長　　　　杉山　宏司
事務局長　　　木元　章義
事務局次長　　吉田　良幸
事務局次長　　関川　孝輔
事務局次長　　久保　隆雄
監　査　　　　畑　稔
監　査　　　　本間　英俊

２月　例会【執行部担当例会】
　　　平成25年２月21日(木曜日)　出席者29名
　　　釧路キャッスルホテル
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『資源・輸送・移住から持続利用』
～地域形成と転換点のキーワード～
釧路短期大学　教授　佐藤宥紹　様　講演
佐賀藩が明治２～４年に釧路・厚岸・標茶を支
配し、農民・鉱業技術者を送り込み発掘を試み
てから昆布・浮魚←東北、石炭←佐賀、硫黄←
富山、農業←鳥取、底魚←新潟、鮪←富山、紙・
パルプ←薩摩の人達によって開発され、漁業の
街に製造業（炭鉱）と鳥取地区の農業が加わり
３極化、その後移住、誘致の時代、1975年搬出
経済の最盛期を迎えてから持続利用経済へ移行
し、これからは資源とサービスのワイズユース
（利用教育）と、釧路の産業の歴史等について
の講話。

３月　例会【執行部担当例会】
　　　平成25年３月14日(木曜日)　出席者25名
　　　釧路キャッスルホテル　

『地域を元気に～地域価値の向上について～』
帝国データバンク　参与　伊藤辰夫　様　講演

地域の価値＝地域の魅力。価値も魅力も提供者
だけが満足していても消費者に対しての魅力も
合わせて両方の価値、魅力が一致していないと
いけない。釧路には、水産資源、観光資源が豊
富にあるので、もっと地域の魅力ある街づくり
をしては。企業経営は、情報・人材育成等が大
事。地域価値の向上には、今ある物を大事にし
ていく事が重要。等、全国の景気動向の資料を
使い釧路の現状、これからの釧路地域のあり方
を解説した。

４月　例会【執行部担当例会】
　　　平成25年４月18日(木曜日)　出席者29名
　　　釧路キャッスルホテル

『あすなろクラブの思いを語る』
第１部会　木内慎太郎　会員

厳島神社のお手伝い・クリスマス例会につ
いて。

第２部会　畑　　稔　会員
最初はすぐやめようと思ったが、執行部に
入ってから会が楽しくなった。

第３部会　平野幹雄　会員
部会の在り方について、部会を企画ごとに
変えてみてはどうかという提案。

第４部会　中尾嘉男　会員
先輩たちからたくさんの話を聞く事が出来
た。会員同士の交流を増やそうとの提案。

５月　例会【執行部担当例会】
　　　平成25年５月16日(木曜日)　出席者26名
　　　釧路キャッスルホテル

『人口減少時代における釧路市の将来展望
　～経済・財政から考える～』
釧路公立大学　経済学部　准教授　
下山　朗　様　講演

①　報告の概要と問題意義
②　釧路市（釧根地域）の人口は北海道内で比

較するとどうなるか？
③　釧路市内の人口及び企業はどうなっている

のか？
④　釧路市の財政を巡る現状はどうなっている

のか？
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⑤　人口減少時代を生き残るために、何をすれ
ばよいのか？

釧路の人口、財政についての講話。

６月　例会【第１部会担当例会】
　　　平成25年６月13日(木曜日)　出席者24名
　　　釧路キャッスルホテル

『新婚　関川　家を建てる！』
　　　いつ建てる？今でしょう！
第１部会の安代久仁部会長より、工業をテーマ
として【自分達で築こう新しい釧路】について、
関川会員の家を建てる事を計画から完成引き渡
しまでの道程を、寸劇を交えながら発表。

７月　例会【第３部会担当例会】
　　　平成25年７月18日(木曜日)　出席者34名
　　　釧路キャッスルホテル

『津波が来たらここに逃げろ』
～そして、津波に強い街づくり～
農・水産業をテーマとして【自分達で築こう新
しい釧路】について発表して頂きました。
①　昆布森漁協サケ定置網行業部会副部会長・

須藤様
②　浜中農協・石橋様
③　第１部（部会員発表）
　　会員が一市民として事前の予備知識を持た

ないで、突然地震と津波が来たら、とっさ
にどこに自宅と職場から逃げるケースを避
難経路の映像を見ながら発表し、釧路市防
災危機管理監佐々木信裕様にゲーム感覚で
〇×の判定をして頂いた。

④　第２部（釧路市防災危機管理監　佐々木　
信裕様）

　　『自然災害から身を守るために』
１）釧路を襲った過去の大地震
２）釧路の主な津波防災対策
３）津波災害から身を守るために
４）まとめ（新たな防災の仕組みづくり）

８月　例会【執行部担当例会】
　　　平成25年８月24日(土曜日)　出席者24名
　　　釧路パレスボウル・花ばんや

『ボウリング親睦例会』
　結果は次の通りです
【個人】　１位　前田会員（424点）
　　　　　２位　谷口会員（297点）
　　　　　３位　関川会員（274点）

花ばんやで懇親会、会長の計らいでサッポロビ
ールも提供されおいしいジンギスカンに舌鼓。

９月　例会【第２部会担当例会】
　　　平成25年９月19日(木曜日)　出席者30名
　　　釧路キャッスルホテル

『これで良いのだろうか？釧路の観光』
～観光客の立場から見た釧路～
観光をテーマとして【自分達で築こう新しい釧
路】について発表。
第１部（部会員発表）
１）釧路の観光資源
２）クルーズ船コスタ・ビクトリア号の乗客

に突撃インタビュー
３）素人目線から勝手に提言（福田会員）
４）おもてなしに参加して思う事（服部会員）

第２部（釧路市産業振興部室長　金徳裕治様）
釧路市観光振興「また来たい」釧路という異
国と題して、スライドや資料等を使った講話。

10月　管外宿泊研修【執行部担当例会】
　　　平成25年10月19・20日(土・日曜日)
　　　出席者19名
　　　釧路圏摩周観光文化センター（開催場所）
　　　川湯観光ホテル（宿泊場所）

『てしかがえこまち推進協議会の活動』
同協議会の松岡様による、「えこまち推進協議
会が地域を元気にする」という内容の講演。
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11月　例会【第４部会担当例会】
　　　平成25年11月21日(木曜日)　出席者25名
　　　釧路キャッスルホテル

『商売の源は！！』
第４部会の岩田義雄部会長より、本例会の趣旨
説明が行われ、商業をテーマとして【自分達で
築こう新しい釧路】について、第４部会並びに
シーズ・サービス三上様にはスライドや資料等
を使い発表。
　①　釧路を振り返る（スライド）
　②　高校生の卒業後の進路
　③　子育てと仕事の両立
　④　提案

12月　例会【執行部担当例会】
　　　平成25年12月14日(土曜日)　出席者28名
　　　釧路キャッスルホテル

『家族同伴クリスマス例会』
今回はWii（TVゲーム）を使って各種ゲームを
テーブル対抗で行い、豪華景品を目指し、真剣
だったり笑いがあったりと大変盛り上がった。
最後全員参加で豪華景品の当たる宝引きを行っ
た。

平成26年度　第52期　
年間テーマ『中小企業の振興』

１月　第52期定期総会
　　　平成26年１月18日(土曜日)　出席者35名
　　　釧路キャッスルホテル２階

第51期菊池会長より１年間の会員各位の協力に
対し謝辞。

前執行部に一任され草島守之会員が議⾧に選
出。

第52期新役員は、次の通りです
会　長　　　　菊池　吉郎
副会長　　　　木内　慎太郎
副会長　　　　福田　紀幸
事務局長　　　坂本　裕人
事務局次長　　結城　太
事務局次長　　猪俣　利之
事務局次長　　前田　俊明
監　査　　　　野口　仁
監　査　　　　清水　雅則

○�会則改定第12条の２を下記のように新会則に
改定することが可決。

＊＊＊新会則＊＊＊提案条文のみ
２．�選考委員会は各部会１名を選出し委員長を

選出する。事務局長は選考委員会の報告を
もって８月末日までに選考委員会を開催す
るが、事務局長は選考委員会に構成されな
い事とする。

総会終了後、懇親会場へ場所を移し福田副会長
の音頭で乾杯。和気藹々とした雰囲気の中で新
年懇親会が行われ、最後に木内副会長による一
丁締め。

２月　例会【執行部担当例会】
　　　平成26年２月18日(火曜日)　出席者23名
　　　釧路キャッスルホテル１階

『４月からの消費税対策について』
講師：㈱釧路第一経営センター
　　　青木孝志税理士事務所　副所長
　　　税理士　三原　和徳　様

福田紀幸副会長より本例会の趣旨説明と講師の
紹介。４月から８％に引き上げられる消費税対
策について三原和徳様に資料に基づき解説して
もらう。
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３月　例会【執行部担当例会】
　　　平成26年３月18日(火曜日)　出席者27名
　　　釧路キャッスルホテル１階

『世相雑感』
講師：釧新ＯＢ会会長　横澤　一夫　様　講演

木内慎太郎副会長より本例会の趣旨説明と講師
の紹介。『世相雑感』というタイトルで、横澤
一夫様の講演。最近の釧路市の人口の急落は非
常にショックな出来事。20万人・18万人の規模
と、15万人や12万人とでは国からの補助金、助
成金をみてもガラッと変わってしまう。人口と
いうのはその年の勢いを測るバロメーターであ
り、政治・行政に大きく影響する。

４月　例会【第１部会担当例会】
　　　平成26年４月22日(火曜日)　出席者29名
　　　釧路キャッスルホテル１階

『原子力災害派遣３㎞圏内の真実』
講師：自衛隊帯広地方協力本部長１等陸佐
　　　山下　和敏　様

震災発生から１か月後、福島第１原発３㎞圏内
の立ち入り禁止区域の大熊町に入り、行方不明
者の捜索活動を続けた自衛隊の記録を映像で紹
介。
捜索は３時間交代で放射線量の管理も行ってい
たが、福島第１原発に近づくほどに体調不良者
が出たり、無人と化した町には取り残された犬
や牛・豚が闊歩していた。無人の町では店舗荒
らしや自動販売機荒らし、銀行ＡＴＭ荒らしの
跡が見受けられ、混乱の中でも秩序の高さを世
界から賞賛された日本であったが、このような
行為は非常に残念。途方もない映像記録の中か
ら今後の災害派遣の参考にと編集された貴重な
映像と講話となった。

５月　例会【第２部会担当例会】
　　　平成26年５月20日(火曜日)　出席者23名
　　　釧路キャッスルホテル２階鶴の間

『太極拳で心も体もリフレッシュして
　健全経営を目指そう！』
講師：釧路太極拳協会　川端　祥央　様

第２部会寺澤一春部会長より本例会の趣旨説明
と講師の紹介。『太極拳で心も体もリフレッシ
ュして健全経営を目指そう！』というタイトル
で川端祥央様に指導をいただき、演舞を披露し
ていただいた。

６月　例会【執行部担当例会】
　　　平成26年６月12日(木曜日)　出席30名
　　　釧路キャッスルホテル１階　

『経営に役立つ各種制度・施策について』
講師：釧路町商工会　経営指導員　
　　　黒畑　誠　様

大きく４つの項目に分けて解説。
１．各種融資制度①政府系金融機関融資制度②

北海道融資制度③市町村融資制度④その他
（金融機関のプロパー資金）

２．融資のポイント①資金使途は？※ＳＷＯＴ
分析②決算書は正常か？※格付け③担保は
あるか？・連帯保証人はいるか？

３．金融機関等と交渉術①商工会・商工会議所
への相談②金融機関との上手な付き合い方

４．平成26年度各種補助金制度（施策）①中小
企業庁関連②北海道関連
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７月　例会【第４部会担当例会】
　　　平成26年７月22日(火曜日)　出席者28名
　　　釧路キャッスルホテル１階

『今後のあすなろクラブについて語ろう』
◆１部会　最初は、何話しましょう？と真剣に

話していたが、お酒が回ってきて皆
さんからお題がたくさん出過ぎまし
て、とうとうまとまりませんでした。
あと一時間くらいあったら何か話が
まとまったと思いますが、皆の話を
総合すると、この様なお酒の飲める
例会も良いなという結論になりまし
た。

◆２部会　あすなろクラブはこれからグローバ
ル化を図ろうではないか、あすなろ
クラブの公認化、クラブを法人化す
ることで高橋はるみ知事から資金を
頂けるくらいの団体にしたい、人材
を育てることがこのクラブにとって
すごく大切。最終的に何をするかと
いうと、今日のように人と和すとい
う事が一番大切だと思います。

◆３部会　このような場でしたが、３部会は９
月に例会を控えているので何する？
という話になりました。３部会も今
日のような懇親例会にしようか？の
ような話になってしまいました。最
終的には、みんな平和がいいですね。

◆４部会　女性会員を増やし、女性目線でこの
あすなろクラブを何か変化させてみ
たい。５年未満の会員や、あまり仕
組みのわからない会員もいると思い
ますので、そのような説明会をする
のはどうか？

以上のような貴重な意見が出された。また会員
同士の和も一層深まった。

８月　例会【執行部担当例会】
　　　平成26年８月24日(日曜日)　出席者19名
　　　赤いベレー

『親睦パークゴルフ大会』
５つのクループに分かれ３コース、合計27ホー
ルでスコアを競った。
大会終了後はバーベキューとお酒をいただきな
がら大会の表彰式を行い、会員同士の親睦を深
めた。
優勝スコア91宮澤会員、準優勝スコア92及川会
員、第３位スコア97中島会員、ラッキー賞第５
位坂本会員、ラッキー賞第10位前田会員、ラッ
キー賞第15位久保会員、ブービー賞菊池会長

９月　例会【第３部会担当例会】
　　　平成26年９月18日(木曜日)　出席者33名
　　　釧路キャッスルホテル１階

題目『伊東良孝衆議院議員に問う-模擬陳情会-』
第３部会会員が模擬陳情し、それに対して伊東
代議士にお答えいただいた。

陳情書提出者
斎藤政行会員、久保隆雄会員、杉本眞美会員、
佐藤敦子会員、清水尚也会員、宮澤昌典会員、
平野幹雄会員

内容は会報をご覧下さい。
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10月　例会【執行部担当例会】
　　　平成26年10月18・19日(土・日曜日)
　　　出席者18名
　　　摩周湖・硫黄山・大鵬記念館

管外宿泊研修『弟子屈町の観光地視察』
弟子屈町の観光地で摩周湖・硫黄山・大鵬記念
館の３か所を視察。温泉で日頃の疲れを癒し、
夕食の懇親会では福田副会長の乾杯の音頭で宴
会が始まり、美味しい料理とゲーム大会・ビン
ゴ抽選会で楽しい時間を過ごした。

11月　例会【執行部担当例会】
　　　平成26年11月18日(火曜日)
　　　出席者27名　委任状７名
　　　釧路キャッスルホテル１階

『臨時総会』
■会則改正内容
草島会員が議長に選任され、福田副会長から
趣旨説明。
＊＊＊新会則＊＊＊
第12条役員の選任は次の通りとする。
５．�会長の任期は１ヵ年とし、再任を妨げない

が、選考委員会は現会長の再任の意思を確
認し、それを受けて選考委員会は本条第２
項に準じ、現会長の再任及び各部会より推
薦のあった会長候補者を協議し、会長を選
任する。

７．�役員欠員により選任された新役員の任期は
前任者の残任期間とする。
（旧12条の５に付帯されていた条文の一部
を新項目として独立させたい）

■その他
次年度よりレクレーション・宿泊研修など外部
に出る行事は必ず傷害保険を掛ける。補償金額
については、死亡・後遺障害（最高）補償は
1,000万円・入院補償は日額10,000円・通院補
償は日額5,000円とする。

12月　例会【執行部担当例会】
　　　平成26年12月13日(土曜日)　出席者26名
　　　釧路キャッスルホテル１階

『忘年例会』
第52期釧路あすなろクラブ最後の例会となった、
野口会員の乾杯で幕を開け会員皆でクラッカー
を鳴らしお酒とおいしい料理をいただいた。テ
ーブル対抗のゲーム大会やビンゴゲーム、宝引
きで豪華景品の獲得を目指した。今期で退会さ
れる木内会員・野口会員・坂本会員から一言い
ただき、福田副会長の一本締めで例会を終えた。
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平成27年度　第53期
年間テーマ『原点回帰』
～ｏｎｌｙｏｎｅ経営者を目指して！～

１月　第53期定期総会
　　　平成27年１月17日(土曜日)　出席者32名
　　　釧路キャッスルホテル３階

第52期菊池会長より１年間の会員各位の協力に
対し謝辞。

前執行部に一任され安藤栄治会員が議⾧に選
出。
第53期新役員は、次の通りです。
会　長　　　　草島　守之
副会長　　　　小野寺　英夫
副会長　　　　服部　恵子
事務局長　　　結城　太
事務局次長　　佐藤　敦子
事務局次長　　猪俣　利之
事務局次長　　岩田　義雄
監　査　　　　平野　幹雄
監　査　　　　宮崎　博好

２月　例会【執行部担当例会】
　　　平成27年２月19日(木曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『人口減少時代を迎える釧路の将来
　・地域経済と観光の観点から』
釧路公立大学　准教授　下山　朗　様

①報告の概要と問題意識
②釧路市（および釧根地域）の人口は北海道内

で比較するとどうなるか？
③釧路市内の人口及
び企業はどうなっ
ているのか？

④釧路地域の観光は
魅力的か？課題と
可能性とは？

⑤人口減少時代を生き残るために、何をすれば
よいのか？

３月　例会【執行部担当例会】
　　　平成27年３月19日(木曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

釧路市役所産業振興部長森利文様より
「中小企業の現況と課題」についての講義。
１．経済センス２１．７から産業別事業所数・

産業別従事者数・従業員規模別構成・道内
各都市の事業所数

２．工業統計調査から工業出荷額の推移・道内
各都市の工業

３．商業統計調査から商店数、年間販売額・
４．産業に関するその他のデーター水産（漁獲

取扱い高）・観光客入込数
５．釧路市労働基本調査報告書から雇用形態別

産業別従業員構成・規模別の週労働時間
上記項目は、すべてグラフ化された資料で数字
が目に見える形にてご教授頂いた。

４月　例会【執行部担当例会】
　　　平成27年４月23日(木曜日)　出席者26名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

売上アップを諦めていませんか？
　　　　　　『最新の販売促進を学ぶ』
ファーストコンサルティング㈱
代表取締役　乗山　徹　様

①ターゲットに呼びかける：「○○にお住まい
の方へ」とか「一日も早く風邪を治したい方
へ」とか自分に関係のある商品だと感心のあ
ることしか目に入れません。

②お客様の声をそのまま使う：「えっ！デジカ
メがこんなに安く買えるんだ」お客様の声は、
エピソードです。エピソードや物語の方が伝
わりやすくなるのです。

　ＳＮＳを使うなど販売促進に対して。
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５月　例会【第１部会担当例会】
　　　平成27年５月21日(木曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『釧路あすなろ町選挙』
信条を熱く語れ！！速報！
本日投開票！
今回第１部会担当例会『釧
路あすなろ町選挙』が行わ
れた。

候補者紹介
◦郷土を愛し党
　候補者～菊池吉郎会員
　後援者～清水(尚)会員
◦仕事に徹し党
　候補者～谷口耕二会員
　後援者～中村会員、結城会員
◦人と和す党
　候補者～吉田良幸会員
　後援者～前田会員、大槻会員

３人の候補者から釧路あすなろ町⾧に谷口候補
が当選。
［当選されました谷口町⾧御挨拶］
　会報をご覧下さい。

６月　例会【第４部会担当例会】
　　　平成27年６月18日(木曜日)　出席者27名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『個を出せ』スーパープレゼンテーション
　ｉｎ　ｋｕｓｈｉｒｏ。
木元部会長のあいさつで始まり、佐藤会員・安
代会員・宮崎会員・木元会員・本間会員・東会員・
草島会員・河村会員の順番でスライドを使い家
族構成（昔の写真）や職歴など自己紹介。釧路
あすなろクラブの思い・信条についてプレゼン
した。

７月　例会【執行部担当例会】
　　　平成27年７月31日(金曜日)　出席者25名
　　　釧路市動物園

今回執行部担当例会。夜の動物園まつりへ。
動物園ボランティアスタッフの方に案内頂き夜
の動物園を見学した。アイスキャンドルや缶ド
ルアート（空き缶のキャンドル）など普段見ら
れない展示も。

８月　例会【執行部担当例会】
　　　平成27年８月23日(日曜日)　出席者21名
　　　憩いの家茅沼

『ルパン列車＆茅沼バーベキュー』
釧路駅から標茶の茅沼駅間
を臨時運行となるルパン列
車を貸切で。日頃は、仕事
に時間を費やすことの多い
会員にとって今日一日、ゆ
ったりと流れる大自然と列
車の旅を思う存分満喫し心
身共にいやされた。

９月　例会【第３部会担当例会】
　　　平成27年９月18日(金曜日)　出席者25名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『サクラサクマチ』ＳＳＭプロジェクト
８月例会は第３部会の担当例会になり吉川部会
長からの趣旨説明・挨拶から始まり、「街を愛
する」「釧路愛する」あすなろクラブの精神に
光を当てた。
当クラブも地域に役立てるべく、「桜咲く北限の市」
として美しい故郷を残すために、知恵を出し合
った。当クラブの先輩諸氏が行ってきた桜の植
樹、この諸先輩の功績を讃えながら、過去を見
直し、現在を見つめ、そして未来へ誇れるよう
な、釧路街を桜と言う樹を通して見届けて行き
たいと言う思いから、本日の部会発表になった。
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４部構成の発表
第１部「全国の桜」
　　　　平野会員・杉本会員
第２部「道内の桜名所案内」
　　　　服部会員・岩田会員
第３部「釧路のサクラの現状」
　　　　関川会員・久保下会員
第４部「30年後の釧路」
　　　　関川会員・久保下会員

10月　例会【執行部担当例会】
　　　平成27年10月24・25日(土・日曜日)
　　　出席者19名
　　　視察場所　標津サーモンパーク
　　　宿泊場所　中標津マルエー温泉俵橋

管外宿泊研修『標津サーモンパーク視察』
10月の視察研修として
標津サーモンパークの
見学を行った。
世界のサケ科魚類30種
類以上の展示やサケの
誕生から回帰までのスライド、ビデオ上映など
を見学。その後宿泊先である中標津マルエー温
泉俵橋に移動して温泉につかり夕食の席では、
草島会長から毛蟹・福田会員からワイン・関川
会員からワインを差し入れしていただいた。ゲ
ームでは、吉川会員・吉田会員の司会でビンゴ
や画伯を決めるゲームなどで懇親を深めた。

11月　例会【第２部会担当例会】
　　　平成27年11月21日(土曜日)　出席者23名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『起・承・転・結』
～企業を活かしより良き明日へ～
11月例会は、２部会担当例会、冨山副部会長か
らの趣旨説明・挨拶から始まった。

テーマ起承転結から
【起】２部会発のコンセプト、今年度テーマの

原点回帰あすなろクラブ信条：冨山副部
会長

【承】人とコミニュケーションを上手くとる為
のテクニック：中島会員・小野寺会員・
永田会員

【転】それぞれの職種・職歴・各自信条：宮澤
会員・久保会員・福田会員

【結】サブテーマ～企業を活かしより良き明日
へ～からマイナンバーについて：福田会
員

各メンバーから自己紹介を交え発表が行われた。

12月　例会【執行部担当例会】
　　　平成27年12月19日(土曜日)　出席者29名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

感謝！感謝！の『忘年例会』
私達執行部例会も今日を持ってすべて行事を終
えようとしています。この一年間を振り返り会
員の皆様にはどのような歩みを残すことができ
たでしょうか！
改めてクラブ運営に深いご理解とご協力を頂き
厚く感謝と御礼を申し上げます。
本日は、料理をはじめ工夫を凝らした楽しいゲ
ームも用意されておりますので大いに盛り上が
り会員同士の絆を一層強めて下さることを願い
ご挨拶とさせて頂きます。
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平成28年度　第54期
年間テーマ『不易流行』～よく学びよく遊び～

１月　第54期定期総会
　　　平成28年１月23日(土曜日)　出席者31名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

第53期草島守之会長より、クラブ会員各位に昨
年度の協力に謝辞。

前執行部に一任され議⾧にはクラブで初めての
女性議⾧、永田敦子会員を選出。
第54期新役員は、次の通りです。
会　長　　　　小野寺　英夫
副会長　　　　中島　康秀
副会長　　　　谷口　耕二
事務局長　　　猪俣　利之
事務局次長　　関川　孝輔
事務局次長　　吉田　良幸
事務局次長　　久保下　智之
監　査　　　　宮澤　昌典
監　査　　　　福田　紀幸

２月　例会【執行部担当例会】
　　　平成28年２月16日(火曜日)　出席者26名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『社会保険・税番号制度について』
講師：釧路税務署統括国税調査官
　　　山下　昌人　様

①マイナンバーはこんな時に使います
②事業者がマイナンバーを記載する書類
③事業者が注意すべき４つのポイント
④事業者のためのマイナンバー準備スケジュー

ル、以上４項目についての講演。

３月　例会【執行部担当例会】
　　　平成28年３月17日(木曜日)　出席者26名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『道東道のいままでとこれから』
講師：釧路根室圏
　　　まちとくらしネットワークフォーラム
　　　運営会議議長
　　　（東部開発株式会社代表取締役社長）
　　　濱屋　宏隆　様

①釧路根室圏まちとくらしネットワークフォー
ラム設立趣旨

②北海道交通網の変遷
③都市間移動時間短縮
④北海道観光客入込客数の推移
⑤北海道横断自動車道整備効果（夕張～占冠）・
開通効果・道の駅入込数

⑥道東自動車道（浦幌～白糠）整備効果
⑦道東圏から道央圏に結ぶ物流・帯広地域の中
継拠点化について

⑧ストック効果の最大化～自然増に留まること
なく仕掛ける～

４月　例会【第１部会担当例会】
　　　平成28年４月14日(木曜日)　出席者29名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『TPP協定が地域経済や道民生活に及ぼす
　影響について』
講師：北海道総合政策部　政策局　参事　
　　　瀬川　辰徳　様

TPP協定交渉参加の意義からはじまり、各分野
の影響を細やかにご説明を頂いた。
講演終了後には、質
疑も丁寧にお答え頂
きTPP協定交渉全
般について理解を深
める内容となった。
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５月　例会【第３部会担当例会】
　　　平成28年５月12日(木曜日)　出席者33名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『TPPのゆくえ～どうなるTPP～』
第３部会部会員が様々な方々へのインタビュー
映像を編集し上映を行った。

①北泉開発株式会社常務取締役曽我部元親氏
②ホクレン帯広支所畜産販売課長景川能史氏
③有限会社長村牧場代表取締役長村武嗣氏
④ホクレン大阪支店畜産課長田中正和氏
⑤農林水産副大臣衆議院議員伊東良孝会員
＊以上５名に様々なご意見をお聞きし、TPP協

定に対しての対策・想定をお聞きし、最後に
国の立場で伊東良孝会員より総括頂いた。

６月　例会【執行部担当例会】
　　　平成28年６月７日(火曜日)　出席者29名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『昨今の国際情勢を踏まえて』
講師：陸上自衛隊第５旅団第27普通科連隊
　　　連隊長兼釧路駐屯地指令
　　　一等陸佐　田中　広明　様

①周辺国軍事力概要（全般）・軍事費
②我が国周辺の情勢　ロシア・北朝鮮・中国
③安保法制について
④陸上自衛隊改革概要
⑤釧路自衛隊の目標
⑥映像「強靭な陸上自衛隊の創造」

７月　例会【第４部会担当例会】
　　　平成28年７月14日(木曜日)　出席者29名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『TPPをめぐる情勢と
　JAグループの取組みについて』
講師：北海道農業協同組合中央会根釧支所
　　　支所長(農業専門技術員)　平田　靖　様

①TPPとは・TPPの交渉分野・TPPの交渉過程
②農業が地域経済の雇用･経済に果たす役割
③JAグループ北海道の取組み（大筋合意前・
大筋合意後）

④TPP大筋合意内容
⑤今後TPP関連日程
⑥道民と食と農でつながるサポーター550万人
づくり

８月　例会【執行部担当例会】
　　　平成28年８月21日(日曜日)　出席者16名
　　　鶴居大津つり公園

『ねらえ！！大漁！！あすなろ釣ing』
例会当日は、あいにくの悪天候で開催が危ぶま
れる中、出席された会員の皆様の強い意志によ
り、両手に傘と竿を持ちながら釣堀を愉しんだ。
その後、釣った魚の天麩羅を食べながら、バー
ベキューを行い、ビンゴゲーム大会などを愉し
みながら会員相互の親睦を深める例会となった。
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９月　例会【第２部会担当例会】
　　　平成28年９月15日(木曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『今なぜＴＰＰなのか～ＴＰＰの現状～』
講師：内閣参事官　片貝　敏雄　様

◦ＴＰＰ協定の概要・特徴・目指すもの・総合
的なＴＰＰ関連政策大綱

◦農林水産業の輸出力強化戦略等・質疑応答
専門的に且つ理解し易くご説明を頂いた。質
疑応答についても丁寧にご説明を頂き、締め
にこの度の講師手配にご尽力頂いた、伊東会
員より補足説明を頂き有意義な例会となっ
た。

10月　例会【執行部担当例会】
　　　平成28年10月15・16日(土・日曜日)
　　　出席者16名
　　　帯広競馬場・十勝幕別温泉グランビリオ

『ばんばＤＥ！一攫千金！！』
　～帯広競馬場バックヤードツアー～
秋晴れに恵まれ研修先の帯広競馬場へ高速道路
を利用し移動した。到着後、馬券購入方法ビギ
ナーズ講習を受け、「バックヤードツアー」にて、
普段見る事のない厩舎や関係者居住区域など専
用マイクロバスで見学をし、実況席横のスペー
スから帯広競馬場を見下ろしながら観戦、宿泊
先の幕別温泉グランビリオに移動し大宴会を行
った。翌日は、期待以上の豪華な朝食に驚きな
がら、予定通り帰釧。

11月　例会【執行部担当例会】
　　　平成28年11月10日(木曜日)　出席者24名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『あすなろクラブとは何ぞや！
　～グループ対話例会～』
事前に配布された「対話例会課題（15項目）」
資料に基づき、１～６グループに分かれて討議
を行った。クラブの活動・本質に対しての理解
と知識を深め今後の活動に生かして頂くことを
目的に、先輩会員から歴史を聞き、入会年数の
浅い会員から素朴な疑問、クラブに対しての要
望等、様々な角度からあすなろクラブを見つめ
直す有意義な例会となった。最後に各グループ
代表者より「経済研修団体とは」と題し話し合
った内容についての発表を行った。

12月　例会【執行部担当例会】
　　　平成28年12月10日(土曜日)　出席者24名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『釧路あすなろクラブ年忘れ大忘年会』
小野寺会長より本年度一年間の感謝を含めての
挨拶ののち、谷口副会長の乾杯の発声、ゲーム
等を行い会員相互の親睦を図る例会となった。
あっという間に時間が過ぎ、宮崎元会長の三本
締めにて終了。

平成29年度　第55期
年間テーマ『 脚

きゃっ

下
か

照
しょう

顧
こ

』
～地域と仲間とクラブを知ろう～
【脚下＝足元】【照顧＝よく見る】

１月　第55期定期総会
　　　平成29年１月21日(土曜日)　出席者28名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

第54期小野寺英夫会長より会員各位に昨年度の
協力に謝辞。
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前執行部に一任され草島守之会員が議⾧に選
出。
第55期新役員は、次の通りです。
会　長　　　　小野寺　英夫
副会長　　　　中島　康秀
副会長　　　　谷口　耕二
事務局長　　　猪俣　利之
事務局次長　　関川　孝輔
事務局次長　　久保下　智之
事務局次長　　安代　久仁
監　査　　　　木元　章義
監　査　　　　結城　太

２月　例会【執行部担当例会】
　　　平成29年２月25日(土曜日)　出席者30名
　　　来賓　関　昭次ＯＢ、平野　幹雄ＯＢ、
　　　　　　齊藤　政行ＯＢ
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『釧路あすなろクラブ55周年記念例会』
記念例会開会にあたり、歴代会長を代表して第
18代会長（平成３年・４年）伊東良孝会員より
挨拶を頂いた。
祝杯の音頭を第32代会長（平成19年・20年）福
田紀幸会員より頂き、和やかな中で懇親を深め
た。その後会員それぞれからスピーチを頂き、
入会からここまで・そして未来へ向けて想いを
共有した。最後に『明日があるさ～あすなろク
ラブオリジナルバージョン～』を合唱し菊池吉
郎会員の締めの挨拶で55周年記念例会を終了し
た。

３月　例会【執行部担当例会】
　　　平成29年３月16日(木曜日)　出席者24名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『対話例会～仲間を知ろう～』
内容として、発言内容は自分の事や考え等何を
話しても良い。各テーブルにつき、５名以内で
発言をした。
例会後、普段あまり話さない人ともお近づきに
なれた気がして良かったなどの感想があった。

４月　例会【執行部担当例会】
　　　平成29年４月13日(木曜日)　出席者32名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『介護保険制度について」』
介護保険サービスの利用について
１．地域包括支援センターとは
２．介護保険サービスを利用するには
３．ケアマネージャーとは
４．サービス利用にあたって
５．サービス紹介
以上、５項目についてお話しを頂いた。
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５月　例会【第２部会担当例会】
　　　平成29年５月16日(火曜日)　出席者27名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『釧路港のバルク整備と旅客船の利用について』
講師：釧路市水産港湾空港部港湾計画課
　　　計画・物流主幹　高橋　一浩　様

釧路港のバルク整備や旅客船の利用についての
講話。
「釧路港を、国際物流ターミナルとして整備す
る事により、アメリカからの飼料用トウモロコ
シが９～20％程度削減できる。それにより東北
海道の酪農業は世界と勝負出来るようになるの
ではないでしょうか。」

６月　例会【第１部会担当例会】
　　　平成29年６月15日(木曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『海外から見た釧路の魅力とは』
講師：佐々木　洋平　様（釧路町議会議員）

１、大学時代私が韓国留学を通して感じた事
　観光産業に必要な外国語能力

２、外国人が持つその国のイメージと現実の違
い（韓国編）

３、外国人観光客に釧路を満足してもらう為に
は

以上、３項目についての講話。

７月　例会【執行部担当例会】
　　　平成29年７月16日(日曜日)　出席者14名
　　　釧路町仙鳳趾　木下水産

『釧路町の海と山の幸を食べつくそう！』
～仙鳳趾産カキとくしろ海藻ポーク～
結果から言うとカキもポークも食べつくせませ
んでした！とにかくすごい量。
釧路地域の魅力の一つである「食」を改めて知
る事が出来た。

８月　例会【第４部会担当例会】
　　　平成29年８月17日(木曜日)　出席者33名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『災害対応力を高める「見えない社会資本」』
講師：宮古　睦　様
　　　（釧路市教育委員会
　　　　学校教育部総務課施設担当）

①建築設備という仕事
②東日本大震災と熊本地震の違い
③東日本大震災の業務で分かった事
④熊本地震災害派遣で創出されたもの
⑤未来へ向けて災害対応力を高める
以上、５項目についての講話。

９月　例会【第３部会担当例会】
　　　平成29年９月14日（木曜日）
　　　出席35名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル



－　　－25

『就労支援の現状と
　キャリアコンサルティングについて』
～「人づくり」「地域づくり」をテーマにした
　事業展開で帰ってきたい街をつくりたい！～
講師：株式会社　MOKA.
　　　代表取締役　森崎　三記子　様

2011年に「人づくり」「地域づくり」をテーマ
に主に自分の力で働く輝く女性が増える事を目
指して “釧路モカ女性プロジェクト” を立ち上
げ、また、活動が評価され、北海道男女平等参
画チャレンジ賞を受賞し、さらに、「ボランテ
ィア女性団体」から「収入を得る女性団体」へ
安定して活動を続けていく為に2017年「株式会
社MOKA.」を設立した経緯等、お話しを頂いた。

10月　例会【執行部担当例会】
　　　平成29年10月14・15日(土・日曜日)
　　　出席者14名
　　　研修：網走監獄
　　　宿泊：ホテル本陣網走湖

『網走番外地』
～ずいぶん遠くへ来たもんだ～
釧路を離れて体験してみる。それで初めてわか
る事がたくさんあるものですね！

11月　例会【執行部担当例会】
　　　平成29年11月16日(木曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『アンケート対話例会』
～少し知りたいあなたの気持ち～
あすなろクラブの活動内容、あすなろクラブの
本質とは何かという事に対して理解と知識を深
めて、今後の会員としての活動に生かして戴く
事を望むもの。その趣旨から少人数の対話形式
としてそれぞれの意見を交わしながら自分の考
えをまとめていただきたいと思います。今日の
対話例会が皆様にとってそしてあすなろクラブ
にとって有意義なものと成ります事をお願い申
し上げ会長挨拶といたします。

12月　例会【執行部担当例会】
　　　平成29年12月16日(土曜日)　出席者32名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『年忘れ大忘年会』
「今年も豪華景品争奪!?面白ゲーム!?年忘れ、
騒いで・愉しく１年を締めくくる!!」

小野寺会長より一年間のクラブ活動の協力に対
して会員への感謝の言葉を頂き忘年会へ。
ゲーム大会では、クイズや会長とのじゃんけん、
競馬ゲーム等で大盛り上がり。また、景品もお
せちや希少な焼酎など豪華だった！！

平成30年度　第56期
年間テーマ『 協

きょう

心
しん

戮
りく

力
りょく

 』
～心と力を合わせて互いに協力して
　物事に取り組む～

１月　第56期定期総会
　　　平成30年１月13日(土曜日)　出席者37名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル
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第55期小野寺英夫会長より、クラブ会員各位に
２年間の協力に謝辞。

前執行部に一任され吉川克義会員が議⾧に選
出。
第56期新役員は、次の通りです。
会　長　　　　中島　康秀
副会長　　　　木元　章義
副会長　　　　結城　太
事務局長　　　関川　孝輔
事務局次長　　安代　久仁
事務局次長　　東　陽一
監　事　　　　服部　恵子
監　事　　　　及川　雅順

２月　例会【執行部担当例会】
　　　平成30年２月13日(火曜日)　出席者33名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『地域金融機関（信用金庫）の役割と
　今後の展望について』
講師として釧路信用金庫　本店営業部　部長　
木場田　浩一郎　様をお迎えして地元の金融機
関としての役割等について御講話頂いた。

３月　例会【執行部担当例会】
　　　平成30年３月13日(火曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『社長の笑顔で業績アップ』
笑顔のある職場づくりから始まる顧客満足
講師として株式会社コム　取締役専務　小川　
睦子　様をお迎えして笑顔の作り方トレーニン
グを実践。また、笑顔やおもてなしを社長が率
先して行う事により業績向上につながる。

４月　例会　管外研修【執行部担当例会】
　　　平成30年４月21・22日(土・日曜日)
　　　出席者22名
　　　株式会社　明治十勝工場（研修先）
　　　十勝川温泉　ホテル大平原（宿泊先）

『明治なるほどファクトリー十勝見学』
～なるほどチーズができるまで～
明治十勝工場ではチーズの出来るまでや、製造
機械の仕組み等見学をさせて頂いた。
最後に、チーズ３種の食べ比べを行い工場見学
を終了した。また、宿泊先での宴会では、ゲー
ムなど行い終始和やかなムードの中、結城副会
長の一丁締めで終了した。

５月　例会【執行部担当例会】
　　　平成30年５月17日(木曜日)　出席者32名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『厚岸蒸留所ウイスキーづくりへの想い』
堅展実業株式会社　厚岸蒸留所　所長　
立崎　勝幸　様をお迎えして、ウイスキービジ
ネス参入の経緯から、国産のこだわりやなぜ厚
岸でウイスキーづくりを行うのかなどの御講話
頂いた。
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６月　例会【執行部担当例会】
　　　平成30年６月23日(土曜日)　出席者21名
　　　株式会社　北海道サラダパプリカ

『北海道サラダパプリカ施設見学』
収穫したパプリカの選別、箱入れ作業を見学し
栽培方法についてのご説明を頂いた。

７月　例会【執行部担当例会】
　　　平成30年７月22日(日曜日)　出席者19名
　　　阿寒湖畔　屋形船

『阿寒湖屋形船で大宴会』
～阿寒の夏を満喫企画～
屋形船で湖上を２時間遊覧し、まりも展示観察
センター、滝口、パワースポット等々を見て回
りました。船内ではゲーム等も行い各会員親睦
を深めた。

８月　例会【執行部担当例会】
　　　平成30年８月21日(火曜日)　出席者34名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『人材確保・人材育成の為の各種制度について』
講師として釧路公共職業安定所　所長　
今井　俊哉　様をお迎えして
◦新卒者の求人・地元就職率
◦働き方改革支援策
◦各種助成制度、認定制度
以上、３項目についての講話。

９月　例会【執行部担当例会】
　　　平成30年９月20日(木曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『日勝峠の災害からの復旧について』
講師として帯広開発建設部　特定道路事業対策
官　瓜生　和幸　様をお迎えして台風10号被害
による国道の災害復旧事業、日勝峠災害復旧工
事におけるICTの活用、台風被害による道東道
の被災・復旧状況について、また日勝峠災害復
旧現場等の映像を交えながらの講話。

10月　例会【執行部担当例会】
　　　平成30年10月11日(木曜日)　出席者32名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『ＪＲ北海道の営業施策について』
講師としてＪＲ北海道釧路支社　販売グループ
副課長　小島　英司　様をお迎えして
利用促進のための商品説明会や釧網線、花咲線
についてなど４項目についての講話。最後に花
咲線のDVD映像を観賞した。
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11月　例会【部会担当例会】
　　　平成30年11月８日(木曜日)　出席者37名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『あすなろまつり　コンテスト』
あすなろクラブの活発な活動・運営を目的に、
部会活動として１年間通して与えられたテーマ
について取り組んで頂いた企画発表会。
第１部会　あすなろ天燈祭
第２部会　釧路川リバーサイドマラソン
第３部会　あすなろ　おもてなしフェスタ
第４部会　釧根まるかじり　釧路あすなろ祭
外部から審査員をお招きして審査した結果、最
優秀賞は、第１部会となりました。

12月　例会【執行部担当例会】
　　　平成30年12月８日(土曜日)　出席者36名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル
　　　YUUYOO TERRACE KUSHIRO

『釧路あすなろクラブクリスマス例会』
年の締めくくりとして恒例のクリスマス例会。
今年は中島会長から「仮装クリスマス例会」に
してみてはとの一声により、会員皆様「かぶり
物」や「着ぐるみ」など趣向を凝らした衣装で
の参加となった。
最後に、今期の活動を取りまとめたDVDを観
ながら一年間を振り返り、宮澤会員の一本締め
にて例会を終了した。

平成31年度　第57期　
年間テーマ『格

かく

致
ち

日
にっ

新
しん

』
～物事の道理や本質を追い求めて
　知識を深め日々向上していく～

１月　第57期定期総会
　　　平成31年１月19日(土曜日)　出席者37名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

第56期中島康秀会長より、昨年の運営に対して
各行事滞りなく進められた事、また、クラブ会
員各位の協力に対しての感謝を述べられた。

前執行部に一任され宮崎博好会員が議⾧に選
出。
第57期新役員は、次の通りです。
会　長　　　　中島　康秀
副会長　　　　木元　章義
副会長　　　　中村　博
事務局長　　　関川　孝輔
事務局次長　　安代　久仁
事務局次長　　東　陽一
事務局次長　　増川　悠介
監　事　　　　草島　守之
監　事　　　　永田　敦子

２月　例会【執行部担当例会】
　　　平成31年２月12日(火曜日)　出席者35名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『釧路火力発電所の果たす役割』
　～釧路コールマインと火力発電所について～
講師に釧路コールマイン㈱　専務取締役　
松本　裕之　様をお迎えして、世界と日本のエ
ネルギー・電力需給動向、北海道の電力事情、
釧路コールマインと釧路火力発電所との共生、
世界に向けた釧路コールマインの技術移転の重
要性などについての講話。
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３月　例会【執行部担当例会】
　　　平成31年３月14日(木曜日)　出席者34名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『近年の雇用状況と
　求人広告に掲載すべき大切なポイント』
㈱北海道アルバイト情報社釧路営業所
所⾧　高木　省司　様、営業　吉田　智則　様
をお迎えして、近年の求人広告掲載について、
また求人広告に載せるポイントについて具体的
な広告例を示しての講話。

４月　例会【執行部担当例会】
　　　令和元年４月８日(月曜日)　出席者31名
　　　松風庵

『そば打ち体験！地元摩周そばを知る
　（摩周そばと更科そば食べ比べ）』
講師に松風庵　店主　浅沼　広　様の指導のも
とそば打ちを体験。
そば打ちに用いられる材料・道具などの説明を
受け、こねからそば切りまでの工程を体験。
摩周そば、更科そばの食べ比べを行い終始和や
かなムードの中、結城副会長の一丁締めで終了
した。

５月　例会【執行部担当例会】
　　　令和元年５月18・19日(土・日曜日)
　　　出席者18名
　　　大樹町多目的航空公園（研修先）
　　　十勝ふく井ホテル　　（宿泊先）
　　　南大門駅前店　　　　（懇親会）

『管外宿泊研修－ミステリーツアー－』
～どこまでも飛んでいこう～
ミステリーツアーと題しまして研修先、宿泊先
を参加会員に秘密にて実施。
バス内では会員同士で推理や憶測などで大変盛
り上がりながら、研修先の大樹町多目的航空公
園に到着。園内研修室にてロケットの仕組みや、
なぜロケットの打ち上げ場所に大樹町が選ばれ
たかなどについての講話を頂き、各施設を見学
した。

６月　例会【執行部担当例会】
　　　令和元年６月13日(木曜日)　出席者26名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『特殊詐欺講話～皆さんが騙されないために～』
講師に釧路警察署生活安全課　生活安全係長　
吉村　公孝　様をお迎えして、振り込め詐欺な
ど特殊詐欺の実態、また、若者にも被害が多数
出ていることなど様々な被害実例をビデオを交
えての講話。
最後に各部会で考えた詐欺被害防止策を発表
し、吉村様にご意見・ご感想を頂いた。
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７月　例会【執行部担当例会】
　　　令和元年７月18日(木曜日)　出席者29名
　　　釧路機船漁業協同組合　調理施設

『スケトウダラ活用の取り組みについて』
講師に釧路機船漁業協同組合　事務局長　今岡
　喜久雄　様、釧路市水産課　鈴木　様、元釧
路短期大学教授　芳賀　みづえ　様をお迎えし
てのスケトウダラについてのお話しを頂きました。
くしろで水揚げされた水産物をＰＲする「くし
ろプライド釧魚」の取り組みなどについて講話
を頂いた。
芳賀様よりスケトウダラを素材にした４種類の
試食メニューの調理方法の説明や実際に調理し
ている所を見学、試食させて頂き地元食材スケ
トウダラの今後の活用に理解を深めた。

８月　例会【執行部担当例会】
　　　令和元年８月25日(日曜日)　出席者18名
　　　塘路湖キャンプ場カヌー乗り場
　　　～細岡カヌーステーション

『釧路川カヌー体験例会』
当クラブＯＢで釧路パドラーズ所属の高木様を
お迎えして、カヌーの操作方法をレクチャーし
て頂き、塘路湖から細岡カヌーステーションま
での約２時間ほどのカヌーツーリングを体験し
た。エゾシカや丹頂鶴などの野生動物も時折姿
を見せ、また、ノロッコ号もタイミングよく見
ることができ湿原内の自然を体験した一日とな
った。

９月　例会【執行部担当例会】
　　　令和元年９月19日(木曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『情報は利益！
　キャッシュレスの未来をつかみ取れ！』
講師としてNIPPON Platform㈱　上席執行役
員　宮田　達也　様をお迎えして
◦キャッシュレス化への背景・動向・展望
◦キャッシュレス決済導入のポイント
◦中小企業が取組むべき対応策
以上３項目についての講話。
特に中国では98％までキャッシュレス化が進ん
でおり、日本は世界最低水準の６％程度という
現状の中、中小企業もキャッシュレス化を実践
しなければならないとご指摘を受けました。

10月　例会
【第１部会・第３部会合同部会担当例会】
　　　令和元年10月17日(木曜日)　出席者28名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『釧路若者共和国を創りあげる』
今期もあすなろクラブの活発な活動・運営を目
的に、部会活動として１年間通して与えられた
テーマについて取り組んだ企画発表会。今年は
他の部会と合同で作り上げる初めての試み。
今回の発表は第１部会・第３部会での合同企画
テーマ「釧路若者共和国を創りあげる」。
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釧路在中の高校生に遊び・生活、進学・就職等
についてアンケートを取り集計し発表。
さらに今後の釧路市町を担う、若手釧路市・町
議員にアンケートを実施。若者世代に対しての
今までの取り組んできた活動等を発表。最後に
釧路にもこのような物があれば若者も喜ぶ色々
な施設など発表をして終了した。

11月　例会
【第２部会・第４部会合同部会担当例会】
　　　令和元年11月14日(木曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『釧路シニア共和国を創りあげる』
前月から引き続きでの合同企画テーマ発表会。
今月は第２部会・第４部会での合同企画テーマ
「釧路シニア共和国を創りあげる」。
コンセプトは30年後の未来、自分たちがシニア
世代になった時どういった町に住みたいか、住
み易いか。
釧路市の北大通を中心に考えシニア層向けのコ
ンパクトシティーを創造し、各区画をゾーン化
しシニア層の住みよい街を考察。
公園施設や飲食店、高齢者住宅また公営ギャン
ブル店、飲み屋など各ゾーンについての発表。
最後に30年後の創造された北大通の手作り模型
も展示された。

12月　例会【執行部担当例会】
　　　令和元年12月７日(土曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル
　　　YUUYOO TERRACE KUSHIRO

『釧路あすなろクラブクリスマス例会』
年の締めくくりとして恒例のクリスマス例会。
昨年同様、今年も「仮装クリスマス例会」。
各会員、昨年より更に仮装がパワーアップ!?し
ての参加となりました。
各余興大変な盛り上がり見せ、終始笑いが絶え
ないクリスマス例会となりました。

最後に、前年同様今期の活動を取りまとめた
DVDを観ながら一年間を振り返り、永田会員
の一本締めにて例会を終了した。

令和２年度　第58期　
年間テーマ『卓越』『友情』『敬意・尊重』
人と人の結び付き、互いの理解を深め、敬意を
払い尊重し、目標に向かって全力で取組むこと
が健全な調和を育むことでありクラブの根幹で
ある。

１月　第58期定期総会
　　　令和２年１月18日(土曜日)　出席者38名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

第57期中島康秀会長より、クラブ会員各位へ昨
年度の協力に謝辞。

前執行部に一任され小野寺英夫会員が議⾧に選
出。
第58期新役員は、次の通りです。
会　長　　　　中島　康秀
副会長　　　　中村　博
副会長　　　　泰地　浩幸
事務局長　　　関川　孝輔
事務局次長　　河村　浩道
事務局次長　　増川　悠介
事務局次長　　清水　晶巨
監　事　　　　廹田　栄重
監　事　　　　東　陽一
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２月　例会【執行部担当例会】
　　　令和２年２月12日(水曜日)　出席者34名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『ドローンの活用事例と今後の可能性について』
～ドローンの操縦を体験してみよう！～
講師は株式会社オイコス　代表取締役　森川　
浩一氏。初めにドローンで撮影した釧路近郊の
映像が放映されました。釧路の自然の雄大さに、
思わず感嘆の声がもれる素晴らしい映像の数々。
ドローン撮影と共に改めて釧路の素晴らしさを
実感しました。次に森川社長はドローンの今後
の展望について実際の数字や農場での映像を交
えてご講話された。その後、いよいよドローン
の操縦体験へ。大小二つのドローンを会員が交
代で操縦。誤ってドローンをカーテンにぶつけ、
あわや壊しそうになったり他の会員に衝突しそ
うになるなど笑いあり驚嘆ありの有意義な操縦
体験となりました。

３月　例会【執行部担当例会】
　　　令和２年３月12日(木曜日)　予定

『２月28日　北海道による新型コロナウイルス
の緊急事態宣言を発表。（期間は３月19日まで）』
これを受け３月例会は中止となりました。

４月　例会【執行部担当例会】
　　　令和２年４月22日(水曜日)　予定

当初予定されていた管外研修例会を延期し３月
例会の内容をスライドして実施する予定でした
が『４月11日　国が７都府県への緊急事態宣言
発令と同時に対象外の道県自治体でも飲食業を
中心に休業要請。（期間は５月６日まで）』以上
により４月例会も中止を余儀なくされました。

５月・６月　例会

新型コロナウイルス感染症の終息が見えず開催
を断念。

７月　例会【執行部担当例会】
　　　令和２年７月16日(木曜日)　出席者29名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『新型コロナウイルス感染症に関する労務問題』
～まだ間に合う雇用調整助成金の実務～
コロナ禍での従業員への対応について丹羽芳広
会員の講話。基本的な休業手当の考えと平均賃
金の算定方法、そして本題のコロナウイルスに
ついて。従業員がコロナウイルスに感染した際、
労務的にどのような対応をしなければいけない
のかをQ＆A方式で説明。かなり細かく実例も
交えて大変分かり易く教えていただいた。

８月　例会【執行部担当例会】
　　　令和２年８月21日(木曜日)　出席者29名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『あなたの仕事はどんな仕事！！』
～コロナ禍を乗り越えろ～
８月例会は各部
会２～３名の会
員が自身の企業
PR・商品PRを
行う例会。各部
会計11名の会員
が自社の業務内
容はもちろん、
特徴、現在に至
る歴史、取り扱
っている商品の
内容を詳しく、
時にはウラ話も含めて紹介した。普段耳にしな
い他業種の色々な内容を聞くことが出来たとて
も貴重な例会となった。
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９月　例会【執行部担当例会】
　　　令和２年９月17日(木曜日)　出席者28名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『良い切れ味こそ包丁の命』
９月例会は木元章義会員（トギヨシ代表研ぎ師）
に切れる包丁の研ぎ方を伝授頂いた。包丁の種
類、良く切れる包丁とはどの様な物なのか、包
丁はどのようにして研ぐのかをスライドを用い
て分かりやすく
教えていただい
た。包丁研ぎの
実践へ。全く切
れなかった包丁
が新品のように
蘇り、感嘆の声
が漏れる程。「包
丁には使う人の
想いがたくさん
詰まっている」
（木元会員）

10月　例会【執行部担当例会】
　　　令和２年10月11日(日曜日)　出席者23名
　　　BAY LOUNGE

『釧路の夕日サンセット鑑賞例会』
世界三大夕日である釧路の夕日を、遊覧観光船
に乗って鑑賞する内容となりました。
クルージングをしながら釧路港の景色を堪能。
風は強かったが、軽食を取りながらの海上の景

色は格別でした。また、飛んでいるカモメに餌
を与えるという普段の生活では出来ない貴重な
経験をする事が出来ました。沈む直前の夕日を
鑑賞することができました。釧路の自然の雄大
さ素晴らしさを改めて体験した例会となった。

１１月　例会【執行部担当例会】
　　　令和２年11月12日(木曜日)　出席者25名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『釧路あすなろクラブの今後』
今後のクラブ運営について会員同士で意見・要
望を出し合いクラブの今後を議論した。中島会
長からコロナ禍での例会・役員会開催の難しさ
など会長の立場での考えをいただき、次に各部
会長が様々な意見や考えを述べ、かつて経験し
たことのない感染症の中での部会のありかたに
ついて議論した。今後も新たに訪れるかもしれ
ない、未知のウイルスに対するクラブの在り方
や運営、部会活動についてお互いの意見や考え
を共有できた貴重な例会となった。

１２月　例会【執行部担当例会】
　　　令和２年12月12日(土曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『釧路あすなろクラブ静忘年例会』
新型コロナウイルス対策を徹底した中、ふぐ会
席料理を静かに愉しむ忘年例会。皆次々と出さ
れるふぐ料理に舌鼓を打ち、静かに黙々と料理
を味わった。ゲームは着席したまま行えるよう、
テーブル対抗クイズ大会とじゃんけん大会を行
いました。豪華な賞品が用意され、大いにかつ
静かに盛り上がりました。そして「中島会長３
年間の軌跡」のDVDを見ながら活動を振り返
り、中村次年度会長予定者から中島会長に労い
の花束贈呈。最後に草島会員の一丁締めにて幕
となった。
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令和３年度　第59期　
年間テーマ『温故知新』
60周年を間近に控える本年度、様々な制約があ
る中でも歴史を知り今後のクラブに想いを巡ら
せながら会員相互の親睦を深める一年にして頂
きたいです。

１月　第59期定期総会
　　　令和３年１月23日(土曜日)　出席者32名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

第58期中島康秀会長より、コロナ禍での運営の
厳しさについて、クラブ会員各位に昨年度の協
力への謝辞が述べられた。

前執行部に一任され前田俊明会員が議⾧に選
出。
第59期新役員は、次の通りです。
会　長　　　　中村　博
副会長　　　　谷口　耕二
副会長　　　　岩田　義雄
事務局長　　　久保下　智之
事務局次長　　吉川　克義
事務局次長　　清水　晶巨
事務局次長　　小野寺　博人
監　事　　　　上原　興一
監　事　　　　吉田　良幸

２月　例会【執行部担当例会】
　　　令和３年２月18日(木曜日)　出席者27名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『初めてのオンライン会議講習会』
初めにZOOM（ズーム）アプリをインストール
するにあたり、YouTubeによる簡単な説明動
画を見て自分のスマホやタブレットなどの操作
をしてもらった。アプリのインストール作業の
中で最初は戸惑う方もいたが次第にオンライン
上に参加する事が出来、今回の例会は終了した。

３月　例会【執行部担当例会】
　　　令和３年３月18日(木曜日)　出席者27名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『オンライン例会体験会』
～ネットに潜む危険から身をかわす為に
　覚えておきたい事～
はじめに、谷口会員から、ウイルス・詐欺・情
報漏えいなどの危険からインターネットを安全
に利用するための情報セキュリティ対策の９か
条を色々な例題を混じえ丁寧に教えていただい
た。また今回は例会会場と谷口会員の会社と会
員各々の会社にて “ＺＯＯＭ” オンラインで繋
がる本格的な例会となった。

４月　例会【執行部担当例会】
　　　令和３年４月15日(木曜日)　出席者34名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『裁判だけじゃない弁護士事務所のこんな使い
方』
弁護士でもある高橋哲也会員にご講演頂き、自
分にも降り掛かるかもしれないホントにあった
「相談」と言う事で、実際におきた交通事故の
事例を挙げ、ほか新手の詐欺などについて教え
て頂いた。
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５月　例会中止
６月　例会中止
７月　例会中止

コロナウイルス感染症が全国で拡大。
緊急事態宣言、まん延防止重点措置により
５月・６月・７月の例会は中止となりました。

８月　例会【執行部担当例会】
　　　令和３年８月19日(木曜日)　出席者30名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『くしろ発祥の地を知る』
～くしろ元町青年団を迎えて～
くしろ元町青年団菊池吉史代表と相原真樹事務
局長を講師に迎え、米町を中心に色々なお話を
して頂いた。釧路倭人が移り住み暮らしを守る
神社が必要になって厳島神社ができたなど、弁
天ケ浜の元町デートスポットの踏切が寄付金で
復元された踏切であるなどたくさんの事を教え
て頂いた。

９月　例会中止

８月25日、８道県を緊急事態宣言対象に追加。
後に９月30日まで延長により９月例会は中止と
なりました。

１０月　例会【執行部担当例会】
　　　令和３年10月17日(日曜日)　出席者22名
　　　釧之助　本店

『くしろの水産を知る』
釧路町光和にある釧之助本店１Ｆ海鮮バーベキ
ュー大漁丸で10月例会が行われた。冒頭に中村
会長挨拶の後、伊東良孝会員にも挨拶を頂いた。
笹谷専務にも挨拶を頂き乾杯となった、大変美
味しいバーベキュー料理に舌鼓をうちながら水
産に関わるクイズなどで大いに盛り上がった。

１１月　例会【執行部担当例会】
　　　令和３年11月11日(木曜日)　出席者32名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『西洋料理テーブルマナー講習会』
関川孝輔会員を講師にテーブルマナーを学ぶ。
着席の仕方から、ナプキンの使い方、ナイフと
フォークを使う順番、グラスの持ち方、スープ
を飲むときのスプーンの使い方、食事中、食べ
終わり時にナイフとフォークを置く位置・意味
など。これでどんな食事会に参加しても戸惑う
こともなく食事が出来ると思います。

１２月　例会（忘年例会）
　　　令和３年12月11日(土曜日)　出席者33名
　　　釧路センチュリーキャッスルホテル

『12月忘年例会』
今年も感染に注意しながら、美味しい料理、会
長発案の部会対抗ライフル射的大会、みんなが
大好きビンゴ大会、ビンゴに負けた方限定の会
長じゃんけん大会などたくさんの景品をかけ楽
しく盛り上がった。また二次会もみんなで静か
にワイワイ楽しくお酒を酌み交わした。
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❶ 会社名　❷ 役職　❸ 業種　❹ 会社住所　❺ 会社電話番号　❻ 誕生日
『50期～59期までクラブの活動に対しての感想やクラブに入会しての感想など。』

（アイウエオ及び入会年度順）

釧路あすなろクラブ釧路あすなろクラブ
会 員 名 簿会 員 名 簿

❶　㈲加賀板金工業所　　❷　代表取締役　　❸　ダクト工事業
❹　釧路町若葉1-5　　❺　36-7890　　❻　S34･2･15 生

『�クラブへ入会してもう10年になります。振り返ると、とても早く感じられ
ます。事務局も経験させて頂き、また例会も楽しく参加させて頂いていま
す。』

安　代　久　仁
平成24年入会

❶　伊東良孝後援会事務所　　❷　衆議院議員　　❸　国会議員
❹　釧路市浪花町13-2-1　　❺　25-5500　　❻　S23･11･24 生

『�かつてなく厳しい釧路地方の経済の発展を担う団体としてこれからも果敢
にチャレンジ！』

伊　東　良　孝
昭和55年入会

❶　夢工房㈱　　❷　代表取締役　　❸　建築リフォーム業
❹　釧路市芦野1-20-6　　❺　65-9730　　❻　S34･6･26 生

『�私は釧路あすなろクラブに入会して12年。事業を開業して何も知らない中、
このクラブとの出会いで学ばさせて頂いています。人との関わりを大事に
70年、80年と長く続きクラブの信条を次世代の若き経営者に受け継いで頂
きたい。』岩　田　義　雄

平成23年入会

❶　ネイチャーテック釧路㈱　　❷　代表取締役　　❸　廃棄物処理業
❹　釧路市星が浦南6-6-13　　❺　57-7766　　❻　S40･3･27 生

『�「郷土を愛し、仕事に徹し、人と和す」時代に左右される事の無い、力強
く凛とした佇まいの信条に感服いたします。』

東　　　陽　一
平成27年入会
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❶　田村畜産㈱　　❷　牧場長　　❸　畜産業
❹　川上郡標茶町字栄46　　❺　01548-6-2715　　❻　S39･5･29 生

伊　東　巨　貴
令和2年入会

❶　㈱丸幸青果　　❷　常務取締役　　❸　青果業
❹　釧路市新富士町6-1-23　　❺　55-1245　　❻　S53･8･9 生

『�私の日常は自宅と会社の往復でした。コロナ禍ではありますが、あすなろ
クラブに入会してからは、生活に潤いと刺激を頂けた思いです。

　�今後もこの時代を生きるためのヒントを見つけられるような会を会員皆で
築けたらと願います。』打　矢　　　匠

令和2年入会

❶　㈱うえはら　　❷　代表取締役　　❸　製造業（仕出し）
❹　釧路市若松町2-15　　❺　35-9883　　❻　S40･7･29 生

『�変動する時代の中で我々企業人の頑張りが必須であります。釧路の雇用や
発展のために、あすなろクラブで何かを興せたらと思います、今後も学ば
せて頂きます。

　この度は、釧路あすなろクラブ60周年おめでとう御座います。』上　原　興　一
平成28年入会

❶　㈱令清舎　　❷　取締役会長　　❸　清掃業
❹　釧路市春採8-7-29　　❺　46-4007　　❻　S29･3･26 生

『�私は54、55期会長を務めさせて戴き54期途中に長男を亡くしましたが会員、
役員皆様の支えもあり続けさせていただき、55期目は辞退しようと考えて
いたのですが、どういう訳か続投になりました。今、かえりみればクラブ
の皆様の力を借りて気持ちを奮い立たせて乗り越えてこれたのだとつくづ
くそう思います。感謝』小野寺　英　夫

平成17年入会

❶　㈲翠松堂小野寺表具店　　❷　専務取締役　　❸　内装業
❹　釧路市愛国西3-18-14　　❺　37-4140　　❻　S56･9･30 生

『�僕は平成29年にあすなろクラブに入会させて頂きました。最初のころは戸惑う
事ばかりで会員の皆様に色々と教えて頂きながら少しずつ慣れていきました。
入会の次の年には部会長を経験させてもらい大変勉強になりました、また59
期には事務局次長も経験させて頂きこれまた大変勉強になりました。60年と
いう歴史のあるあすなろクラブの会員である事を誇りに思いこれからも会員で
いたいと思います。』

小野寺　博　人
平成29年入会
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❶　カワムラ工業　　❷　代表　　❸　管工事・住宅設備業
❹　釧路市鳥取南3-5-8　　❺　55-5100　　❻　S42･8･14 生

『�60年という自分の年齢より歴史あるクラブに在籍させて頂き、とても光栄
に思います。会員の皆様と共に学び日々成長させて頂いている事に感謝致
します。』

河　村　浩　道
平成24年入会

❶　厳島神社　　❷　宮司　　❸　神社
❹　釧路市米町1-3-18　　❺　41-4485　　❻　S27･1･16 生

『�私は平成８年釧路あすなろクラブに入会し、早くも26年を経過致しました。
沢山の異業種の方々と知り合えて、私の人生の大きな糧となりました。信
条の「人と和す」こそ最も大切であり、和があってからこそ目的を達成す
るものと思います。これからも、釧路あすなろクラブの信条を心に刻み、
日々の生活を有意義に過ごしたく思います。』菊　池　吉　郎

平成8年入会

❶　㈲丸昭　上川原商店　　❷　代表取締役　　❸　廃棄物処理業
❹　釧路市鳥取北5-6-6　　❺　51-1269　　❻　S44･5･1 生

『�釧路あすなろクラブ60周年を迎えるにあたり、築き上げてきた多くの先輩
の皆様に感謝申し上げます。私は、平成26年に入会し例会・部会ともにな
かなか出席ができていなく勿体ない時間を過ごしてしまったと感じており
ます。今後、出席率を高め、会員メンバーと学び、自分を高めていけるよ
う時間を作っていきます。今後とも宜しくお願い致します。』上川原　　　昭

平成26年入会

❶　丸甲金物㈱　　❷　代表取締役　　❸　機械工具販売業
❹　釧路市新橋大通4-2-14　　❺　24-2062　　❻　S35･12･29 生

『�あっという間に60周年を迎えることになりました。これまで多くのステキ
な仲間と知り合えたことは人生において良い経験となりました。

　�今後もこのご縁を育み、釧路あすなろクラブの一員として活動して行きま
す。』木　元　章　義

平成17年入会

❶　釧路コールマイン㈱　　❷　代表取締役　　❸　石炭鉱業
❹　釧路市興津5-2-23　　❺　46-3112　　❻　S32･8･17 生

『�入会当初より、多様な事業活動に参画し、時代に沿った情報を吸収し、知
見を広げ、胆力を養うことができたことは財産であります。』

菊　地　靖　則
平成29年入会
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❶　㈱マクベリー　　❷　代表取締役　　❸　ユニホーム販売
❹　釧路市文苑4-37-9　　❺　65-6006　　❻　S40･11･21 生

『�平成30年に入会させて頂き60周年の節目を迎え、感慨深いものがあります。
微力ながら今後の釧路あすなろクラブの発展に貢献できる様、ガンバリま
す！』

菊　地　　　靖
平成30年入会

❶　久保板金工業所　　❷　専務取締役　　❸　屋根・板金工事業
❹　釧路市鳥取北7-3-3　　❺　51-5086　　❻　S49･1･4 生

『�入会して10年経ちましたが毎月例会は普段は聞けない分野の話が色々と勉
強になったり参考になります。まずは健康が一番ですね。』

久　保　隆　雄
平成23年入会

❶　釧路市議会議員　　❷　　❸　市議会議員
❹　釧路市桜ヶ岡1-2-9　　❺　91-7272　　❻　S31･9･15 生

『�「目的を大切に」
　�私達は経済研修を通じ、会員間の意見・情報交換及び、郷土の実情を深め
社会貢献を目指しています。』

草　島　守　之
平成13年入会

❶　北東建設㈱　　❷　代表取締役　　❸　特定建設業
❹　釧路市駒場町8-3　　❺　22-2572　　❻　S48･8･16 生

『�2015年から７年間お世話になっております。事務局次長、部会長、事務局
長と様々な立場で参加させて頂きました。』

久保下　智　之
平成27年入会

❶　クラフトハートトーカイ　コープさっぽろ貝塚店
❷　オーナー　　❸　手芸店
❹　釧路市貝塚3-2-28　　❺　42-3322　　❻　S39･4･16 生

『�60周年おめでとうございます。今はコロナで大変ですが、早く前のように
活動出来ると良いですね。70周年に向けてレッツゴー！』

佐　藤　敦　子
平成20年入会
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❶　シーズ・サービス㈱　　❷　代表取締役　　❸　司会業
❹　釧路市北大通5-3　　❺　65-5150　　❻　S36･7･27 生

『�入会したての頃はドキドキしながら参加していました。今やわくわくしな
がら参加しています。入ってみなければ、参加しなければわからない魅力
満載です。』

廹　田　栄　重
平成24年入会

❶　㈱わっか　　❷　代表取締役　　❸　鍼灸、指圧師
❹　釧路市双葉町10-22　　❺　64-1950　　❻　S46･3･16 生

『�見識と人との繋がりを求めてこの会に入会し早10年。人間として、経営者
として、これからもこの会で学んでいきたいと思います。』

清　水　尚　也
平成24年入会

❶　佐渡正幸司法書士事務所　　❷　所長　　❸　司法書士
❹　釧路市黒金町13-1-33　　❺　23-6732　　❻　S42･1･9 生

『�釧路あすなろクラブ60周年の節目の年を迎えるにあたり、今までの活動に
敬意と感謝するとともに、これからもより一層クラブが社会の貢献と会員
相互の交流が図れるよう一員として活動していきたいと思います。』

佐　渡　正　幸
平成28年入会

❶　日向建設㈱　　❷　代表取締役　　❸　建設業
❹　釧路市川上町10-2-2　　❺　24-2224　　❻　S45･6･8 生

『�クラブに入会して、色々な貴重な体験しまた経済や地域に関わる事につい
て勉強をさせて頂きました。

　�会員のみなさん年齢関係無く分け隔てなく接して頂ける方々ばかりで、と
ても良い交流をさせて頂いてます。』渋　谷　　　諭

平成29年入会

❶　㈲清水写真館　　❷　代表取締役　　❸　営業写真館
❹　釧路市鳥取大通3-19-9　　❺　51-3629　　❻　S47･10･9 生

『�まだ５年目ですが多くの経営者の皆さんと色々な活動が出来る当クラブの
存在は自身の心の支えになっています。』

清　水　晶　巨
平成30年入会
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❶　㈱助光畳内装店　　❷　代表取締役　　❸　内装業
❹　釧路市幸町5-7　　❺　23-0345　　❻　S43･6･23 生
『�あすなろクラブ60周年おめでとうございます。
　�近年はコロナの影響で中々活動に参加出来ずにいましたが、地元密着の活
動は知識経験を深める糧となり、大変勉強になっております。』

助　光　範　治
平成28年入会

❶　㈲エヌジェーシー　　❷　専務取締役　　❸　ソフトウェア受託開発
❹　釧路市入江町9-22　　❺　25-9565　　❻　S32･8･21 生

『�入会16年過ぎますが、この間、活動に真摯に取り組んだかと云うと？です。
が、他では得難い出会いと経験が有ったと感じています。』

谷　口　耕　二
平成17年入会

❶　釧路センチュリーキャッスルホテル
❷　営業支配人　　❸　ホテル業
❹　釧路市大川町2-5　　❺　43-2111　　❻　S52･3･17 生
『�人達が繋いできた60年の歩みや目的を次代へ確りと繋いでいくために、私
自身も研鑽に励み、今後も地域から求められる会となるよう活動してまい
りたいと考えます。』

関　川　孝　輔
平成19年入会

❶　中央防災システム㈱　　❷　代表取締役　　❸　防災設備工事
❹　釧路市材木町15-13　　❺　42-1611　　❻　S39･12･23 生

『�入会６年目となりましたが、出席はとても低い不良会員です。入会当初は
会員皆様の温かさに感謝しましたが、２年目より役員５年連続となっており、
もう少し新人に優しくしてほしいです。また、他の団体はほとんどテーマが
変わらず毎年同じようなことをしていますが、あすなろではその年度毎に多
種多様なテーマの例会が良いと思っています。これからも「あすなろクラブ」
らしい活動を続けてほしいですので、私も微力ながら頑張りたいと思います。』

泰　地　浩　幸
平成28年入会

❶　高橋哲也法律事務所　　❷　代表　　❸　弁護士
❹　釧路市幸町6-10　幸六ビル3階　　❺　64-6576　　❻　S54･3･2 生

『�釧路あすなろクラブには、平成28年に入会させていただきました。会で、
経営についての話を始めとして、様々な興味深い話を聞くことができ、様々
な考えを知ることができ、楽しく思っております。』

高　橋　哲　也
平成28年入会
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❶　社会保険労務士法人 丹羽事務所
❷　代表社員　　❸　社会保険労務士
❹　釧路市文苑3-4-13　　❺　39-3611　　❻　S31･12･29 生

『�毎年タイムリーな話題の例会を開催されていまして、また、地元釧路につ
いても色々教えてもらうことが多く大変勉強になっています。』

丹　羽　芳　広
平成28年入会

❶　㈲サンクリーニング　　❷　専務取締役　　❸　クリーニング業
❹　釧路市新富町9-19　　❺　23-2633　　❻　S47･3･23 生

『�会員も若返り、積み上げられた歴史と伝統を守りながら、新しい事にも挑
戦し、強固なる団結の下に益々発展している。

　身の丈に合った運営が存続、繁栄になっているのではないかと思う。』

中　島　康　秀
平成13年入会

❶　㈱スギヤマオート　　❷　常務取締役　　❸　自動車販売
❹　釧路町曙1-2-12　　❺　36-3419　　❻　S41･1･23 生

『�例会等で本当にたくさんの事を学ばせていただいてます。上手く活かせて
いるかはわかりませんが、自分自身の大切な財産にはなっています。

　今後もあすなろクラブのさらなる発展を心より願います。』

冨　山　　　聡
平成26年入会

❶　㈱ＫＩＳ　　❷　代表取締役　　❸　インテリアコーディネーター
❹　釧路町北見団地1-38-1　　❺　37-3983　　❻　S28･8･27 生

『�第１号女性会員として入会し20年経ちました。よくも悪くも注目されまし
た（笑）。

　�仕事に対する意欲に男女差はありません。淑女の品性と強い意志を持つハ
ンサムウーマンで居続けたいです 』永　田　敦　子

平成15年入会

❶　㈲中村塗装工業　　❷　代表取締役　　❸　塗装業
❹　釧路町河畔2-78　　❺　40-4844　　❻　S38･5･1 生

『�祝　あすなろクラブ60周年　入会をしてから、20年たち様々な役員を務め
59期会長をさせて頂き、貴重な経験もさせて頂き感謝しております。

　これから先、あすなろクラブが繁栄する事を願います。』

中　村　　　博
平成15年入会
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❶　ビーラック工房　　❷　代表取締役　　❸　リフォ－ム業
❹　釧路市昭和2-19-5　　❺　40-2750　　❻　S41･5･29 生

中　川　大　策
平成29年入会

❶　㈱徳寿園　　❷　役員　　❸　茶･コーヒー･関連商品販売
❹　釧路市美原5-25-1　　❺　25-7185　　❻　S28･12･23 生

『�創立60周年という節目を素晴らしい会員の皆々様と共に迎えられました事
に深く感謝申し上げ、心より嬉しく思います。会の学びを通して相互の交
流と様々な情報交換を重ねられました事が私の貴重な財産となりました。
ありがとうございます。今後は、釧路・日本・世界が変貌の中に向かいま
す。会員皆々様の益々のご健勝をお祈り申し上げます。』服　部　恵　子

平成17年入会

❶　㈱釧路新聞社　　❷　取締役広告局長　　❸　新聞
❹　釧路市黒金町7-3　　❺　22-1149　　❻　S54･5･6 生

『�入会早々部会長を仰せつかりました。決して “お客さん” では居させてく
れない厳しくも温かい雰囲気がありがたく感じています。』

根　本　　　歩
平成29年入会

❶　㈱丸平　　❷　代表取締役　　❸　石油販売業
❹　釧路町桂4-10　　❺　65-1200　　❻　S44･7･1 生

平　澤　利　秀
平成28年入会

❶　㈱釧路第一経営センター　　❷　代表取締役　　❸　税理士事務所
❹　釧路市柏木町5-35　　❺　42-8888　　❻　S26･7･3 生

『�私は平成４年に入会し、恥ずかしいお話ですが、入会から３年位はスリー
プ会員でした。今でも覚えていますが当時の石田会員（現 ㈱笛園社長）
からの例会出席依頼があり、そこから現在に至り現活動に繋がっておりま
す。やはり人の繋がり、思いやりではじめて、あすなろの活動に繋がって
ると思います。』福　田　紀　幸

平成4年入会
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❶　㈱前田美粧　　❷　代表取締役社長　　❸　理美容用品卸売業
❹　釧路市豊川町18-19　　❺　24-7222　　❻　S51･5･31 生

『�2011年に入会以来、色々な人と出会い、情報交換をし、多くの事を経験し
ました。自分自身を成長させてくれるクラブだと思っています。

　�私の人生より遥かに長いクラブの歴史の中で今回の60周年記念式典に参加
できたことを嬉しく思います。』前　田　俊　明

平成23年入会

❶　㈱近藤設備工業　　❷　代表取締役　　❸　管工事業
❹　釧路市錦町4-6-2　　❺　22-0369　　❻　S24･5･18 生

『�あすなろクラブに入会し、今年で25年を迎えました。その間、いろいろな
人との出会い、別れが有り、これからも人が呼吸（入会・退会）するよう
にクラブも成長、活性化していくと思います。皆さんの後を多い、今まで
通り、活動をしていきたいと思います。』宮　崎　博　好

平成9年入会

❶　晃靖電気　　❷　代表　　❸　電気工事業
❹　釧路市春採4-2-33　　❺　35-9299　　❻　S53･4･20 生

『�毎月為になる例会で大変勉強になります。様々な世代の方々と知り合い、
交流を深める事が出来大変感謝しております。』

増　川　悠　介
平成29年入会

❶　㈲ミヤサカ　ダスキン春採　　❷　専務取締役　　❸　清掃業
❹　釧路市春採2-12-21　　❺　43-1347　　❻　S57･9･13 生

『�どうぞ宜しくお願い致します！』

宮　坂　　　司
令和2年入会

❶　葬儀社㈲丸喜冠葬　　❷　代表取締役　　❸　葬祭業
❹　釧路市米町3-1-25　　❺　42-3211　　❻　S40･9･22 生

『�クラブ入会16年になりました。50、60周年と経験させていただきました。
これからも信条の『和』を大切に活動して参りたいと思います』

結　城　　　太
平成19年入会
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❶　ヨシダグループ　　❷　代表　　❸　塗装業
❹　釧路市富士見2-11-27　　❺　42-2016　　❻　S40･4･24 生

『�講師例会は、私の知らない、体験したことのない内容が多くとても勉強に
なります。他にも会員の親睦も出来、楽しいのもいいですね。』

吉　田　良　幸
平成22年入会

❶　○　　❷　○　　❸　○
❹　○　　❺　○　　❻　○ 生

『�○』

〇　〇　〇　〇
○入会

❶　島影建設㈱　　❷　営業部長　　❸　総合建設業
❹　別海町別海99-43　　❺　0153-75-3501　　❻　S40･8･3 生

『�「若者は夢を語り、老いては過去を語る」チャーターメンバーの先輩の言
葉です。10年前に聞いたお話ですが、人生観を凝縮した言葉として10年後
の今でも心に残って居ます。60年間クラブを守り活動されて来た先輩諸氏
に感謝申し上げます。』吉　川　克　義

平成27年入会

❶　○　　❷　○　　❸　○
❹　○　　❺　○　　❻　○ 生

『�○』

〇　〇　〇　〇
○入会

❶　○　　❷　○　　❸　○
❹　○　　❺　○　　❻　○ 生

『�○』

〇　〇　〇　〇
○入会
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（名　称）
第１条　本会は釧路あすなろクラブと称する。
（事務所）
第２条　本会の事務所は事務局長の勤務先に置

く。
（目　的）
第３条　本会は経済研修を旨とし、会員間の意

見・情報交換、ならびに郷土の知識を
深め、社会への貢献と会員相互の交流
親睦を図ることを目的とする。

（事　業）
第４条　本会は前条の目的達成の為に毎月例会

を開催し、時に応じて必要な事業を行
うものとする。

（入　会）
第５条　�本会への入会者は現会員の推薦を要

し、役員会にて諮り新会員推薦書を会
員に提示したのち例会の承諾を得るも
のとする。但し、役員会にて現会員と
業種が重複すると判断した場合には、
その会員の同意を得る事とする。

（退　会）
第６条　会員は予め会長にその旨の記載した書

面で通知した上で退会することができ
る。

（休　会）
第７条　会員が病気、その他止むを得ない事情

で、通常の会の行事に参加できないと
きは役員会の承認を得て休会扱いとし
会費の半額を負担するものとする。

	 休会の期間は原則として事業期間中と
する。

（除　名）
第８条　会員が本会の名誉をき損し、又はその

目的に反する行為をしたときは、総会
の決議により除名することができる。

（退会勧告）
第９条　次に該当する者は、役員会にはかり退

会を勧告するものとする。
１．会費を１年以上納入しない時。
２．例会への出席が３分の１に満たな

い時。
（返　還）
第10条　本会は、会員の退会または除名処分が

発生した場合、既に納入した会費その
他の拠出金品は返還しない。

（役　員）
第11条　本会に次の役員をおく。
	 会　　長　１名　副会長　　　　２名
	 事務局長　１名　事務局次長　若干名
	 正副部会長　若干名　　　監事　２名
（選　任）
第12条　役員の選任は次のとおりとする。

１．会長と監事は選考委員会によって
選考し総会に報告し選任する。

２．選考委員会は各部会より原則、在
籍10年以上の会員または会長経験
者、事務局長経験者の中から１名
選出し、その委員会で委員長を選
出する。事務局長は選考委員会の
報告をもって８月末までに選考委
員会を開催するが、事務局長は選
考委員会に構成されないものとす
る。

３．副会長、事務局長、事務局次長は
会長が指名する。

４．部会長、副部会長は、部会員の互
選とする。

５．役員の任期は1ヶ年とし再任を妨
げないが、選考委員会は現会長の
再任の意志を確認し、それを受け
て選考委員会は本条第２項に準
じ、現会長の再任及び各部会より
推薦のあった会長候補を協議し、
会長を選任する。選任された次年
度会長はすみやかに役員の指名等
活動の準備をする。

釧路あすなろクラブ会則
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６．役員（部会長を含む）の任期は総
会から総会までとするが、新年度
の定期総会が開催される以前に発
生した事案（慶弔等）に対しては、
前執行部が職務を遂行しその際、
発生した経費等は新執行部に移管
する。

７．役員欠員により選任された新役員
の任期は前任者の残任期間とす
る。

（職　務）
第13条　１．�会長は本会を代表し会務を総括す

る。
２．副会長は会長を補佐し、会長事故

あるときはこれを代行する。
３．事務局長は会務を担当する。
４．事務局次長は事務局長を補佐し会

務を担当する。
５．正副部会長は会務に参画する。
６．監事は会務を監査する。

（顧問、相談役）
第14条　本会に顧問と相談役をおくことができ

る。
１．顧問は本会に功労のあった者の中

から総会の議を経て会長が委嘱す
る。

２．相談役は前会長とし、期間は現職
会長の任期中とする。

３．顧問、相談役は会長の諮問に応じ
て、本会の運営に関し、意見を述
べることが出来る。

（総会、役員会）
第15条　本会の定期総会は毎年１月に行う。

１．総会は会員の過半数をもって成立
し、議決は出席者の過半数をもっ
て決し、議決事項は全会員に報告
する。

２．役員会が必要と認めたときは臨時
総会を会長が召集することができ
る。

３．役員会は会長が召集し、部内の和
を計るとともに諸問題を討議する。
部会の開催回数は原則として年３
回以上とする。

４．総会に関するその他の規定を内規
として別記定める。

（会　費）
第16条　会員は次の各事項に定める入会金およ

び会費等を納入しなければならない。
１．入会金　10,000円
　　年会費　36,000円
　　また、途中の入会者は月割りの会

費とする。
２．上記以外、必要の場合は役員会の

決議により、特別会費及び寄付金
を徴収することができる。

（事業年度）
第17条　本会の事業年度は毎年１月１日に始ま

り12月31日に終わる。
（内　規）
第18条　この会則以外に関して必要な事項は、

役員会の議決を経て別に定める。
（会則の改正）
第19条　この会則は役員会にはかり、総会の議

決をもって改正できる。
１．昭和37年２月８日より実施。
２．昭和43年３月17日一部改正。
３．昭和47年１月16日一部改正。
４．昭和49年１月20日一部改正。
５．昭和50年１月26日一部改正。
６．昭和57年１月19日一部改正。
７．昭和58年１月23日一部改正。
８．昭和62年１月18日一部改正。
９．平成２年１月21日一部改正。
10．平成５年８月６日一部改正。
11．平成８年１月１日一部改正。
12．平成10年９月６日一部改正。
13．平成12年１月15日一部改正。
14．平成19年１月18日一部改訂
15．平成23年１月22日一部改訂
16．平成23年３月10日一部改訂
17．平成26年１月18日一部改訂
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18．平成26年11月18日一部改訂
19．平成29年１月21日一部改訂
20．令和４年１月22日一部改訂

〈内　　　　規〉
─ 慶 弔 規 定 ─

会員及びその家族の慶弔に際して、その意を表
するため、下記の規定による金品を贈呈する。
１．結　　婚　　祝
　　会員結婚の場合� 10,000円
２．弔事
　　会員死亡の場合� 10,000円
　　　（外に弔電で弔意を表する）
　　会員の配偶者、両親、子女� 10,000円
　　　（外に弔電で弔意を表する）
　　�上記以外で、会員が喪主・施主になった場

合、香典弔電を贈る事ができる。
３．その他特に必要と認めた場合、役員会に諮

り実情に応じて金品を支出することができ
る。

４．結婚式、新築祝、葬儀など、必要と思われ
る時は会旗を掲げ表意する。

─ 表 彰 規 定 ─
会員が下記の事項に該当するときは、審査の上
役員会で決定し、表彰状及び記念品を贈呈する。
１．在籍10年を経る者、もしくは毎10年に達す

る者で、会のために尽力した者。
２．その他、特に功績のあった者。

─保管・引継規定─
１．執行部は、会の資料等の保管引継の為、次

の事を定める。
□10年間…会資料・会報・会員年間出席表・
写真（例会・各行事）を保管。

□10周年毎の周年担当実行委委員は終了時
に事案報告・会計（ファイル）を作成し
提出、本会の記録として保存する。

２．総会に関する事前の（新、旧執行部）分担
□旧執行部の担当→事業報告書・決算書・
表彰者名簿・年間の出席表

□新執行部の担当→総会式次第、事業計画
案・予算案・会員名簿・会報ファイル表
紙

□新執行部は、上記の書類と、旧執行部の
書類を加え、総会資料を作成する。

□総会の日時、会場設定は、新旧の執行部
と協議の上で決定する。

□表彰者の記念品賞状等は、旧執行部で用
意する。

□永年表彰者の賞状の会長名は、旧執行部
の会長名で記す。
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則

副
部

会
長

泰
地

浩
幸

副
部

会
長

佐
藤

敦
子

副
部

会
長

菊
地

　
靖

副
部

会
長

川
原
田
　
裕
　
則

副
部

会
長

根
本

　
歩

選
考

委
員

福
田

紀
幸

選
考

委
員

谷
口

耕
二

選
考

委
員

河
村

浩
道

選
考

委
員

菊
地

靖
則

選
考

委
員

菊
池

靖
則

第
　
四
　
部
　
会

第
　
四
　
部
　
会

第
　
四
　
部
　
会

第
　
四
　
部
　
会

第
　
四
　
部
　
会

部
会

長
前

田
俊

明
部

会
長

廹
田

栄
重

部
会

長
小
野
寺
　
博
　
人

部
会

長
渋

谷
　

諭
部

会
長

泰
地

浩
幸

副
部

会
長

助
光

範
治

副
部

会
長

増
川

悠
介

副
部

会
長

小
野
寺
　
英
　
夫

副
部

会
長

高
橋

哲
也

副
部

会
長

永
田

敦
子

選
考

委
員

宮
崎

博
好

選
考

委
員

宮
崎

博
好

選
考

委
員

宮
崎

博
好

選
考

委
員

草
島

守
之

選
考

委
員

渋
谷

　
諭



－　　－52

年
代

行
事

一
覧

第
50

期
事
業
報
告（

平
成
24
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）

第
51

期
事
業
報
告（

平
成
25
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

第
52

期
事
業
報
告（

平
成
26
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

第
53

期
事
業
報
告（

平
成
27
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

54
期
事
業
報
告
（
平
成
28
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

１
月
21

日
（
土
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
42
名

執
行
部
担
当
【
定
期
総
会
】

第
49
期
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告
、
第
50
期
会
長
に
齊
藤

政
行
会
員
を
選
出
・
承
認
。

年
間
テ
ー
マ
「
半
世
紀
、
新
た
な
る
飛
躍
」
を
発
表
。

２
月
18

日
（
土
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
64
名
（
ゲ
ス
ト
含
）

50
周
年
実
行
委
員
会
担
当
【
創
立
50
周
年
記
念
式
典
】

創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
開
催
。

３
月
14

日
（
水
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
45
名

執
行
部
担
当
【
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
を
振
り
返
っ
て
】

４
月
11

日
（
水
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
38
名

第
一

部
会

担
当
【「

あ
な

た
を

ど
う

演
出

す
る

か
」

～
実

践
に
役
立
つ
、
色
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
～
】

５
月
16

日
（
水
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
33
名

執
行
部
担
当
【
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
】

６
月
13

日
（
水
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
31
名

第
四

部
会

担
当
【「

50
年

後
を

大
胆

予
想
！
」

～
釧

路
を

日
本
一
住
み
や
す
い
マ
チ
に
す
る
ぜ
ぇ
～
！
！
】

７
月
22

日
（
日
）

あ
か
ん
ラ
ン
ド
丹
頂
の
里
　
赤
い
ベ
レ
ー
　
17
名

執
行
部
担
当
【「

親
睦
例
会
」
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
】

８
月
18

日
（
土
）

釧
路
市
消
防
本
部
 市

民
防
災
セ
ン
タ
ー
　
26
名

第
二

部
会

担
当
【『

釧
路

の
防

災
を

考
え

る
』

キ
ー

ワ
ー

ド
は
「
自
助
・
公
助
・
共
助
」】

９
月
19

日
（
水
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
34
名

第
三
部
会
担
当
【
 津

 波
 】

10
月
20

日
（
土
）
～
21

日
（
日
）

柳
月
ス
イ
ー
ト
ピ
ア
ガ
ー
デ
ン
・
十
勝
川
温
泉
　
観
月
苑

　
23
名

執
行
部
担
当
【
管
外
宿
泊
研
修
】

11
月
14

日
（
水
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

執
行
部
担
当
【
第
１
部
『
最
新
医
療
に
よ
る
中
高
年
の
健

康
管
理
』
第
２
部
『
保
護
司
の
現
況
』】

12
月
14

日
（
金
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
31
名

執
行
部
担
当
【
家
族
同
伴
ク
リ
ス
マ
ス
例
会
】

１
月
26

日
（
土
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
　
41
名

執
行
部
担
当
【

定
期
総
会
】

第
50
期
事
業
・

決
算
・
監
査
報
告
、
第
51
期
会
長
に
菊
池

吉
郎
会
員
を
選

出
・
承
認
。

年
間
テ
ー
マ
「

自
分
達
で
築
こ
う
新
し
い
釧
路
」
を
発
表
。

２
月
21

日
（
木
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
　
29
名

執
行

部
担

当
【

資
源
・

輸
送
・

移
住

か
ら

持
続

利
用

~地
域
形
成
と
転
換

点
の
キ
ー
ワ
ー
ド
~】

３
月
14

日
（
木
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
　
25
名

執
行

部
担

当
【
地

域
を

元
気

に
~地

域
価

値
の

向
上

に
つ

い
て
~】

４
月
18

日
（
木
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
　
29
名

執
行
部
担
当
【

あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
の
思
い
を
語
る
】

５
月
16

日
（
木
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
　
26
名

執
行
部
担
当
【

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
釧
路
市
の
将
来

展
望
~経

済
・
財
政
か
ら
考
え
る
~】

６
月
13

日
（
水
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
　
24
名

第
一

部
会

担
当
【『

新
婚
 関

川
 家

を
建

て
る
！
』

い
つ

建
て
る
？
今
で

し
ょ
！
】

７
月
18

日
（
木
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
　
34
名

執
行

部
担

当
【『

津
波

が
来

た
ら

こ
こ

に
逃

げ
ろ
！
』
~

そ
し
て
、
津
波

に
強
い
街
づ
く
り
~】

８
月
24

日
（
土
）

釧
路
パ
レ
ス
ボ

ウ
ル
・
花
ば
ん
や
　
24
名

執
行
部
担
当
【「

親
睦
例
会
」
ボ
ウ
リ
ン
グ
親
睦
例
会
】

９
月
19

日
（
木
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
　
30
名

第
二

部
会

担
当

【『
こ

れ
で

良
い

の
だ

ろ
う

か
？

釧
路

の
観
光
』
~観

光
客
の
立
場
か
ら
見
た
釧
路
~】

10
月
19

日
（
土

）
〜
20

日
（
日
）

釧
路

摩
周

観
光

文
化

セ
ン

タ
ー
・

川
湯

温
泉

 川
湯

観
光

ホ
テ
ル
　
19
名

執
行
部
担
当
【

管
外
宿
泊
研
修
『
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推

進
協
議
会
の
活

動
』】

11
月
21

日
（
木

）
釧
路
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
　
25
名

第
四
部
会
担
当

【
商
売
の
源
は
!!
】

12
月
14

日
（
土

）
釧
路
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
　
28
名
（
+同

伴
者
５
名
）

執
行
部
担
当
【

家
族
同
伴
ク
リ
ス
マ
ス
例
会
】

１
月
18

日
（
土
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
35
名

執
行
部
担
当
【
定
期
総
会
】

第
51
期
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告
、
第
52
期
会
長
に
菊
池

吉
郎
会
員
を
選
出
・
承
認
。

年
間
テ
ー
マ
「
中
小
企
業
の
振
興
」
を
発
表
。

２
月
18

日
（
火
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
23
名

執
行
部
担
当
【
４
月
か
ら
の
消
費
税
対
策
に
つ
い
て
】

３
月
18

日
（
火
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
27
名

執
行
部
担
当
【
世
相
雑
感
】

４
月
22

日
（
火
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
29
名

第
一
部
会
担
当【

原
子
力
災
害
派
遣
 ３

㎞
圏
内
の
真
実
】

５
月
20

日
（
火
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
23
名

第
二
部
会
担
当
【
太
極
拳
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
健
全
経
営
を
目
指
そ
う
！
】

６
月
12

日
（
水
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

執
行
部
担
当【

経
営
に
役
立
つ
各
種
制
度
・
施
策
に
つ
い
て
】

７
月
22

日
（
火
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
28
名

第
四
部
会
担
当
【
今
後
の
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
語

ろ
う
】

８
月
24

日
（
日
）

あ
か
ん
ラ
ン
ド
丹
頂
の
里
 赤

い
ベ
レ
ー
　
19
名

執
行
部
担
当
【「

親
睦
例
会
」
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
】

９
月
18

日
（
木
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
33
名

第
三
部
会
担
当
【
伊
東
良
孝
衆
議
院
議
員
に
問
う
―
模
擬

陳
情
会
―
】

10
月
18

日
（
土
）
〜
19

日
（
日
）

摩
周

湖
・

硫
黄

山
・

大
鵬

記
念

館
・

川
湯

温
泉
 川

湯
観

光
ホ
テ
ル
　
18
名

執
行
部
担
当
【
管
外
宿
泊
研
修
『
弟
子
屈
町
の
観
光
地
視

察
』】

11
月
18

日
（
火
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
27
名

執
行
部
担
当
【
臨
時
総
会
】

会
則
改
正
　
第
12
条
の
5を

変
更
及
び
7を

追
加
。

12
月
13

日
（
土
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
26
名

執
行
部
担
当
【
忘
年
例
会
】

１
月
17

日
（
土
）

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
32
名

執
行
部
担
当
【
定
期
総
会
】

第
52
期
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告
、
第
53
期
会
長
に
草
島

守
之
会
員
を
選
出
・
承
認
。

年
間

テ
ー

マ
「
原

点
回

帰
」
on

ly
 o

ne
 経

営
者

を
目

指
し
て
!を

発
表
。

２
月
19

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

執
行
部
担
当
【
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
釧
路
の
将
来
・

地
域
経
済
と
観
光
の
観
点
か
ら
】

３
月
19

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

執
行
部
担
当
【
中
小
企
業
の
現
況
と
課
題
】

４
月
23

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
26
名

執
行
部
担
当【

売
上
ア
ッ
プ
を
諦
め
て
い
ま
せ
ん
か
？『

最
新
の
販
売
促
進
を
学
ぶ
』】

５
月
21

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

第
一

部
会

担
当
【『

釧
路

あ
す

な
ろ

町
選

挙
』

信
条

を
熱

く
語
れ
!!
 速

報
！
 本

日
投
開
票
！
】

6月
18

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
27
名

第
四

部
会

担
当
【『

個
を

出
せ

』
ス

ー
パ

ー
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ
ョ
ン
 i
n 

ku
sh
iro

】
７
月
31

日
（
金
）

釧
路
市
動
物
園
　
25
名

執
行
部
担
当
【
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
夜
の
動
物
園
】

８
月
23

日
（
日
）

憩
い
の
家
 茅

沼
　
21
名

執
行

部
担

当
【「

親
睦

例
会
」

ル
パ

ン
列

車
&
茅

沼
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
】

９
月
18

日
（
金
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
25
名

第
三

部
会

担
当
【『

サ
ク

ラ
 サ

ク
 マ

チ
』
SS

M
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

10
月
24

日
（
土
）
〜
25

日
（
日
）

標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
・
中
標
津
マ
ル
エ
ー
温
泉
俵
橋
　

19
名

執
行
部
担
当
【
管
外
宿
泊
研
修
『
標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク

視
察
』】

11
月
21

日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
23
名

第
二

部
会

担
当
【『

起
・

承
・

転
・

結
』

〜
企

業
を

活
か

し
 よ

り
良
き
明
日
へ
〜
】

12
月
19

日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
29
名

執
行
部
担
当
【
感
謝
!感

謝
!の

『
忘
年
例
会
』】

１
月
23

日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
31
名

執
行
部
担
当
【
定
期
総
会
】

第
53
期
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告
、
第
54
期
会
長
に
小
野

寺
英
夫
会
員
を
選
出
・
承
認
。

年
間

テ
ー

マ
「
不ふ

易え
き

流りゅ
う

行こ
う

」
~よ

く
学

び
よ

く
遊

び
~を

発
表
。

２
月
16

日
（
火
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
26
名

執
行
部
担
当
【
社
会
保
険
・
税
番
号
制
度
に
つ
い
て
】

３
月
17

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
26
名

執
行
部
担
当
【
道
東
道
の
い
ま
ま
で
と
こ
れ
か
ら
】

４
月
14

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
29
名

第
一
部
会
担
当
【
T
PP

協
定
が
地
域
経
済
や
道
民
生
活
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
】

５
月
12

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
33
名

第
三
部
会
担
当
【
T
PP

の
ゆ
く
え
~ど

う
な
る
T
PP

~】
６
月
７
日
（
火
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
29
名

執
行
部
担
当
【
昨
今
の
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
て
】

７
月
14

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
29
名

第
四

部
会

担
当
【
T
PP

を
め

ぐ
る

情
勢

と
JA

グ
ル

ー
プ

の
取
組
み
に
つ
い
て
】

８
月
21

日
（
日
）

鶴
居
大
津
つ
り
公
園
　
16
名

執
行

部
担

当
【「

親
睦

例
会
」

ね
ら

え
!!

大
漁

!!
あ

す
な

ろ
釣
in
g】

９
月
15

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

第
二
部
会
担
当【

今
な
ぜ
T
PP

な
の
か
〜
T
PP

の
現
状
〜
】

10
月
15

日
（
土
）
〜
16

日
（
日
）

帯
広
競
馬
場
・
十
勝
幕
別
温
泉
グ
ラ
ン
ビ
リ
オ
　
16
名

執
行
部
担
当
【
管
外
宿
泊
研
修
『
ば
ん
ば
 D

E
！
一
攫
千

金
!!
』】

11
月
10

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
24
名

執
行
部
担
当
【
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
と
は
何
ぞ
や
！
〜
グ
ル

ー
プ
対
話
例
会
〜
】

12
月
10

日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
24
名

執
行
部
担
当【

釧
路
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
年
忘
れ
大
忘
年
会
】
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年
代

行
事

一
覧

第
55

期
事
業
報
告（

平
成
29
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

第
56

期
事
業
報
告（

平
成
30
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

第
57

期
事
業
報
告（

平
成
31
年
１
月
１
日
〜
令
和
元
年
12
月
31
日
）
第
58

期
事
業
報
告（

令
和
２
年
１
月
１
日
~1

2月
31
日
）

第
59

期
事
業
報
告（

令
和
３
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

１
月
21

日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
28
名

執
行
部
担
当
【
定
期
総
会
】

第
54
期
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告
、
第
55
期
会
長
に
小
野

寺
英
夫
会
員
を
選
出
・
承
認
。

年
間
テ
ー
マ
「
脚き

ゃ
っ
か 下
照しょ

う 顧こ

」
〜
地
域
と
仲
間
と
ク
ラ
ブ
を

知
ろ
う
〜
を
発
表
。

２
月
25

日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

執
行
部
担
当
【
創
立
55
周
年
記
念
例
会
】

３
月
16

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
24
名

執
行
部
担
当
【
対
話
例
会
 ~

仲
間
を
知
ろ
う
〜
】

４
月
13

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
32
名

執
行
部
【
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
】

５
月
16

日
（
火
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
27
名

第
二
部
会
担
当
【
釧
路
港
の
バ
ル
ク
整
備
と
旅
客
船
の
利

用
に
つ
い
て
】

６
月
15

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

第
一
部
会
担
当
【
海
外
か
ら
見
た
釧
路
の
魅
力
と
は
】

７
月
16

日
（
日
）

釧
路
町
仙
鳳
趾
 木

下
水
産
　
14
名

執
行

部
担

当
【「

親
睦

例
会
」

釧
路

町
の

海
と

山
の

幸
を

食
べ
つ
く
そ
う
！
〜
仙
鳳
趾
産
カ
キ
と
く
し
ろ
海
藻
ポ
ー

ク
〜
】

８
月
17

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
33
名

第
四
部
会
担
当
【
災
害
対
応
力
を
高
め
る
「
見
え
な
い
社

会
資
本
」】

９
月
14

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
35
名

第
三
部
会
担
当
【
就
労
支
援
の
現
状
と
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
】

10
月
14

日
（
土
）
~1

5日
（
日
）

網
走
監
獄
・
ホ
テ
ル
本
陣
網
走
湖
　
14
名

執
行
部
担
当
【
管
外
宿
泊
研
修
「
網
走
番
外
地
」
〜
ず
い

ぶ
ん
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
〜
】

11
月
16

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

執
行

部
担

当
【「

ア
ン

ケ
ー

ト
対

話
例

会
」

〜
少

し
知

り
た
い
あ
な
た
の
気
持
ち
〜
】

12
月
16

日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
32
名

執
行
部
担
当
【
年
忘
れ
大
忘
年
会
「
今
年
も
豪
華
景
品
争

奪
!?
面
白
ゲ
ー
ム
!?
年
忘
れ
、
騒
い
で
・
愉
し
く
１
年
を

締
め
く
く
る
!!
」】

１
月
13

日
（
土

）
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
37
名

執
行
部
担
当
【
定
期
総
会
】

第
55
期
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告
、
第
56
期
会
長
に
中
島

康
秀
会
員
を
選
出
・
承
認
。

年
間
テ
ー
マ
「
 協きょ

う 心し
ん

戮り
く

力りょ
く  」

〜
心
と
力
を
合
わ
せ
て
互
い

に
協
力
し
て
物
事
に
取
り
組
む
〜

を
発
表
。

２
月
13

日
（
火
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
33
名

執
行
部
担
当
【
地
域
金
融
機
関
（
信
用
金
庫
）
の
役
割
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
】

３
月
13

日
（
火
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

執
行
部
担
当
【
社
長
の
笑
顔
で
業
績
ア
ッ
プ
】

４
月
21

日
（
土
）
〜
22

日
（
日
）

株
式
会
社
 明

治
十
勝
工
場
・
十
勝
川
温
泉
 ホ

テ
ル
大
平

原
　
22
名

執
行
部
担
当
【
管
外
宿
泊
研
修
「
明
治
な
る
ほ
ど
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
十
勝
見
学
」〜

な
る
ほ
ど
チ
ー
ズ
が
で
き
る
ま
で
〜
】

５
月
17

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
32
名

執
行
部
担
当【

厚
岸
蒸
留
所
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
へ
の
想
い
】

６
月
23

日
（
土
）

株
式
会
社
 北

海
道
サ
ラ
ダ
パ
プ
リ
カ
　
21
名

執
行
部
担
当
【
北
海
道
サ
ラ
ダ
パ
プ
リ
カ
施
設
見
学
】

７
月
22

日
（
日
）

阿
寒
湖
畔
 屋

形
船
　
19
名

執
行

部
担

当
【「

親
睦

例
会
」

阿
寒

湖
屋

形
船

で
大

宴
会

〜
阿
寒
の
夏
を
満
喫
企
画
〜
】

８
月
21

日
（
火
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
34
名

執
行
部
担
当
【
人
材
確
保
・
人
材
育
成
の
為
の
各
種
制
度

に
つ
い
て
】

９
月
20

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

執
行
部
担
当
【
日
勝
峠
の
災
害
か
ら
の
復
旧
に
つ
い
て
】

10
月
11

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
32
名

執
行
部
担
当
【
JR

北
海
道
の
営
業
施
策
に
つ
い
て
】

11
月
８
日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
37
名

各
部
会
担
当
【
あ
す
な
ろ
ま
つ
り
 コ

ン
テ
ス
ト
】

12
月
８
日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
38
名

執
行
部
担
当
【
釧
路
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス
例
会

〜
年

の
締

め
く

く
り

を
愉

し
く

!!
騒

い
で

!!
仮

装
し

て
（
笑
）
〜
】

１
月
19

日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
37
名

執
行
部
担
当
【
定
期
総
会
】

第
56
期
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告
、
第
57
期
会
長
に
中
島

康
秀
会
員
を
選
出
・
承
認
。

年
間
テ
ー
マ
「
格か
く

致ち

日に
っ

新し
ん

」
〜
物
事
の
道
理
や
本
質
を
追

い
求
め
て
知
識
を
深
め
日
々
向
上
し
て
い
く
〜
を
発
表
。

２
月
12

日
（
水
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
35
名

執
行
部
担
当
【
釧
路
火
力
発
電
所
の
果
た
す
役
割
〜
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン
と
火
力
発
電
所
に
つ
い
て
〜
】

３
月
14

日
（
水
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
34
名

執
行
部
担
当
【
近
年
の
雇
用
状
況
と
求
人
広
告
に
掲
載
す

べ
き
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
】

４
月
８
日
（
月
）

松
風
庵
　
31
名

執
行
部
担
当【

そ
ば
打
ち
体
験
!地

元
摩
周
そ
ば
を
知
る（

摩
周
そ
ば
と
更
科
そ
ば
食
べ
比
べ
）】

5月
18

日
（
土
）
〜
19

日
（
日
）

大
樹
町
多
目
的
航
空
公
園
・
十
勝
ふ
く
井
ホ
テ
ル
　
18
名

執
行
部
担
当
【
管
外
宿
泊
研
修
「
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」

〜
ど
こ
ま
で
も
飛
ん
で
い
こ
う
〜
】

６
月
13

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
26
名

執
行
部
担
当
【
特
殊
詐
欺
講
話
〜
皆
さ
ん
が
騙
さ
れ
な
い

た
め
に
〜
】

７
月
18

日
（
木
）

釧
路
機
船
漁
業
協
同
組
合
 調

理
施
設
　
29
名

執
行
部
担
当【

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
活
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
】

８
月
25

日
（
日
）

塘
路
湖
~細

岡
カ
ヌ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
18
名

執
行
部
担
当
【「

親
睦
例
会
」
釧
路
川
カ
ヌ
ー
体
験
】

９
月
19

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

執
行

部
担

当
【
情

報
は

利
益

!キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
の

未
来

を
つ
か
み
取
れ
！
】

10
月
17

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
28
名

第
１
部
会
・
第
３
部
会
合
同
部
会
担
当
【
釧
路
若
者
共
和

国
を
創
り
あ
げ
る
】

11
月
14

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

第
２
部
会
・
第
４
部
会
合
同
部
会
担
当
【
釧
路
シ
ニ
ア
共

和
国
を
創
り
あ
げ
る
】

12
月
７
日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

執
行
部
担
当
【
釧
路
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス
例
会

〜
年
の
締
め
く
く
り
を
ぬ
る
ぬ
る
!?
楽
し
く
!!
騒
い
で
!!

仮
装
し
て
（
笑
）
〜
】

１
月
18

日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
38
名

執
行
部
担
当
【
定
期
総
会
】

第
57
期
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告
、
第
58
期
会
長
に
中
島

康
秀
会
員
を
選
出
・
承
認
。

年
間
テ
ー
マ
『
卓
越
』『

友
情
』『

敬
意
・
尊
重
』
を
発
表
。

２
月
12

日
（
水
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
34
名

執
行
部
担
当
【
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
事
例
と
今
後
の
可
能
性

に
つ
い
て
〜
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
を
体
験
し
て
み
よ
う
！
〜
】

３
月
〜
６
月

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
「
緊
急
事
態
宣
言
発
令
」
等
に
よ

り
例
会
中
止
。

７
月
16

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
29
名

執
行
部
担
当
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

労
務
問
題
〜
ま
だ
間
に
合
う
雇
用
調
整
助
成
金
の
実
務
〜
】

８
月
21

日
（
金
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
29
名

執
行
部
担
当
【
あ
な
た
の
仕
事
は
ど
ん
な
仕
事
!!
〜
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え
ろ
〜
】

９
月
17

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
28
名

執
行
部
担
当
【
良
い
切
れ
味
こ
そ
包
丁
の
命
】

10
月
17

日
（
木
）

BA
Y
 L

O
U
N
GE

　
23
名

執
行

部
担

当
【「

親
睦

例
会
」

釧
路

の
夕

日
サ

ン
セ

ッ
ト

鑑
賞
例
会
〜
貸
切
遊
覧
観
光
船
で
船
上
か
ら
世
界
三
大
夕

日
を
見
に
行
こ
う
！
〜
】

11
月
12

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
25
名

執
行
部
担
当
【
釧
路
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
の
今
後
〜
コ
ロ
ナ

禍
に
於
け
る
ク
ラ
ブ
運
営
に
つ
い
て
〜
】

12
月
12

日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

執
行

部
担

当
【
釧

路
あ

す
な

ろ
ク

ラ
ブ

 静
忘

年
例

会
！

〜
ふ
ぐ
会
席
コ
ー
ス
で
料
理
を
愉
し
む
!!
〜
】

１
月
23

日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
32
名

執
行
部
担
当
【
定
期
総
会
】

第
58
期
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告
、
第
59
期
会
長
に
中
村

博
会
員
を
選
出
・
承
認
。

年
間
テ
ー
マ
「
温お
ん

故こ

知ち

新し
ん

」
を
発
表
。

２
月
18

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
27
名

執
行
部
担
当
【
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
講
習
会
】

３
月
18

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
16
名

ZO
O
M
オ
ン
ラ
イ
ン
　
11
名

執
行
部
担
当
【
オ
ン
ラ
イ
ン
例
会
体
験
会
】

４
月
15

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
34
名

執
行
部
担
当
【
裁
判
だ
け
じ
ゃ
な
い
弁
護
士
事
務
所
の
こ

ん
な
使
い
方
】

５
月
〜
７
月

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
「
緊
急
事
態
宣
言
発
令
」
ま
た
、

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
処
置
」
に
よ
り
例
会
中
止
。

８
月
19

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
30
名

執
行
部
担
当
【
く
し
ろ
発
祥
の
地
を
知
る
〜
く
し
ろ
元
町

青
年
団
を
迎
え
て
~】

９
月 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
「
緊
急
事
態
宣
言
発
令
」
に
よ
り

例
会
中
止
。

10
月
17

日
（
日
）

釧
之
助
 本

店
　
22
名

執
行
部
担
当
【「

親
睦
例
会
」
く
し
ろ
の
水
産
を
知
る
】

11
月
11

日
（
木
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
32
名

執
行
部
担
当
【
西
洋
料
理
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会
】

12
月
11

日
（
土
）

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
　
33
名

執
行
部
担
当
【
12
月
忘
年
例
会
】
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釧路あすなろクラブ
60周年記念実行委員会

実 行 委 員 長 草 島 守 之
実 行 副 委 員 長 福 田 紀 幸
　 〃 　 宮 崎 博 好
　 〃 　 小野寺　英　夫
事 務 局 長 中 島 康 秀
事 務 局 次 長 （ 広 報 ） 木 元 章 義
事 務 局 次 長 （ 会 計 ） 前 田 俊 明
式 典 委 員 長 福 田 紀 幸
式 典 副 委 員 長 東 　 陽 一
式 典 委 員 廹 田 栄 重
記念事業・祝賀会委員長 小野寺　英　夫
記念事業・祝賀会副委員長 関 川 孝 輔
記念事業・祝賀会委員 安 代 久 仁
　 〃 　 佐 渡 正 幸
　 〃 　 助 光 範 治
　 〃 　 増 川 悠 介
記 念 誌 委 員 長 宮 崎 博 好
記 念 誌 副 委 員 長 渋 谷 　 諭
記 念 誌 委 員 木 元 章 義
　 〃 　 河 村 浩 道
　 〃 　 根 本 　 歩
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編 集 後 記

　今回の記念誌作成に当たり、今までにない事が起こりました。
　2019年に中国で発見され全世界に感染拡大した新型コロナウイルスは、人々の社会活動に
挑戦するかのように猛威を振るい、例会などの行事が中止に成りました。
　その中で、今年２月にあすなろクラブ60周年記念式典を予定しておりましたが、新型コロ
ナウイルスの感染拡大を受け、延期となり、いつ開催できるかが問題になりましたが、仕事
が終わった後、皆が集まり、編集作業を行いました。
　記念誌の作成に関わってくださった、木元会員、渋谷会員、河村会員、根本会員には今回
作成するにあたり心から感謝申し上げます。
　皆で担当を決めて、過去10年間の活動など、会報を参考にして作業いたしましたが会報を
見ながらのため、昔の話などで中々作業が進みませんでした。
　会員の皆様には、原稿依頼等で大変なご協力を頂きました事に厚くお礼を申し上げます。
　至らないところもありましたが無事に編集を終えることが出来ました。
　記念誌作成を担当してくださった皆さん、大変なご苦労をお掛けしましたが無事に終わり
ましたことを感謝申し上げます。ありがとうございました。
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